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午前 ９時２９分 開議 

○議長（尾崎信夫君） ただいまから本日の会議を開きます。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

日程第１ 一般質問 

○議長（尾崎信夫君） 日程第１ 一般質問を行います。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◇ 蜂須賀 千 雅 君 

○議長（尾崎信夫君） 通告順に従い、順次指名いたします。 

  初めに、12番、蜂須賀千雅議員を指名いたします。 

〔１２番 蜂須賀千雅君 登壇〕 

○１２番（蜂須賀千雅君） 皆さん、おはようございます。12番、蜂須賀千雅でございます。平成27年第１回定

例会に当たり、通告書に従い一般質問さしていただきます。 

  まず１番といたしまして、郷土愛を育むさまざまな施策の充実についてお伺いいたします。 

  ①といたしまして、これまでの「郷土愛」についての施策と今後の取り組みについて。 

  ②といたしまして、小中学校における「郷土愛」についての取り組みについて。 

  ③といたしまして、道路、建物などの名称をさらに市民から公募する取り組みについてをお伺いいたします。 

  次に、２番といたしまして、2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けてのジュニア世代のスポーツ

活動支援と、文科系活動支援についてお伺いをいたします。 

  ①といたしまして、スポーツ分野における現状と今後の取り組みについて。 

  ②といたしまして、文科系活動における現状と今後の取り組みについてをお伺いいたします。 

  以上でございます。 

  壇上での質問につきましては以上ですが、再質問に関しましては自席にて行わせていただきます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

〔１２番 蜂須賀千雅君 降壇〕 

〔市 長 尾崎保夫君 登壇〕 

○市長（尾崎保夫君） 皆さん、おはようございます。 

  初めに、郷土愛についての施策と今後の取り組みについてでありますが、郷土愛を育む事業としまして、郷

土博物館や中央公民館では、東大和市の歴史や狭山丘陵などの地域の資源や財産をテーマにした事業を行って

おります。また、うまかんべぇ～祭やスイーツウォーキングのイベント等において、東大和市の魅力を知って

いただく事業も行っており、このような事業を通して郷土愛を育むことができるものと考えております。今後

の取り組みとしましては、引き続き東大和市の歴史や文化、地域の魅力などを知っていただく事業を展開し、

郷土愛を育んでまいりたいと考えております。 

  次に、小中学校における郷土愛に係る取り組みについてでありますが、児童・生徒が東大和市民であること

に誇りを持ち、郷土愛を育むためには自分が住んでいる地域の歴史や自然について学ぶことが重要であります。

各学校では、郷土博物館や市立狭山緑地等を活用し、地域の歴史や自然を教育活動に取り入れ、体験を通した

学習を進めております。詳細につきましては、教育委員会から説明をお願いします。 

  次に、道路、建物などの名称を市民から公募する取り組みについてでありますが、市道につきましては適切
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な道路管理を行うため路線番号を付しておりますが、現在は市内の主となる道路の12路線に愛称を定めており

ます。市民の皆様からの御意見などを伺い、愛称を定めることで、わかりやすさだけでなく、地域への愛着や

魅力を高めることにつながるものと認識しております。今後につきましては、道路及び地域での整備状況を踏

まえ、わかりやすく親しまれる道路とすることが望まれる場合において、検討してまいりたいと考えておりま

す。公共施設の名称を公募することにつきましては、現時点では考えておりません。今後、状況に応じて検討

してまいります。 

  次に、2020年東京オリンピック・パラリンピックに向けてのジュニア世代のスポーツ活動支援と文科系活動

についてでありますが、５年後に開催の東京オリンピック・パラリンピックに向けて、今後は各分野でさまざ

まな事業が具体化してくると認識しておりますが、当市においても東京都や他の区市町村と連携を深める中で、

積極的に取り組んでまいりたいと考えております。なお、スポーツ分野及び文科系活動におけます現状と今後

の取り組みにつきましては、教育委員会から説明をお願いします。 

  以上です。 

〔市 長 尾崎保夫君 降壇〕 

○教育長（真如昌美君） 初めに、小中学校における郷土愛についての取り組みについてでありますが、郷土愛

を育むには、各学校において児童・生徒が地域のことを学び、地域に誇りを持たせる学習活動が重要でありま

す。当市では、小学校３年生と４年生において、社会科副読本「わたしたちの東大和市」を使い、昔の暮らし

や村山貯水池ができた時代などについて学んでおります。また、郷土博物館の見学や狭山緑地を活用したフィ

ールドワークを初め、旧日立航空機株式会社変電所の見学等において、東大和市の歴史や自然の豊かさなどに

ついても理解を深めております。さらに、ゲストティーチャーとして地域の高齢者を招き、東大和市の昔の様

子を学んでいる学校もあります。教育委員会といたしましては、今後も東大和市学校教育振興基本計画に基づ

き、地域の自然や外部の人材を積極的に活用し、子供たちに地域への誇りを持たせる取り組みを進め、郷土愛

を育んでまいります。 

  次に、スポーツ分野における現状と今後の取り組みについて御説明いたします。 

  現在、東大和市体育協会では、東京都体育協会の補助金を活用して、サッカーやバドミントンなど、７団体

が未就学児から高校生までを対象としたジュニア育成事業に取り組んでおります。この事業は、地域における

ジュニアスポーツの裾野を広げることを目的としており、平成27年度も継続して実施されると伺っております

ので、教育委員会といたしましても体育協会と連携を図る中で、競技施設の確保等で協力をしてまいりたいと

考えております。 

  次に、文科系活動における現状と今後の取り組みについてでありますが、各地の伝統文化や生活文化は人々

の心豊かな生活を実現するために欠くことのできない貴重な財産であることから、国は子供たちがこれらの文

化に触れ、体験する事業に対して補助金を交付しております。当市におきましても、生け花や茶道など６つの

団体がこの制度を活用して伝統文化親子教室事業を実施しております。そのため教育委員会といたしましても、

引き続き補助金の申請手続や会場の確保等で協力をしてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○１２番（蜂須賀千雅君） ありがとうございました。 

  それでは、順次、少し再質問さしていただきたいというふうに思います。 

  先ほどの教育長の答弁で、教育委員会では東大和市の学校教育基本振興計画に基づき、地域の自然や外部の
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人材を積極的に活用して、子供たちに地域等への誇りを持たせる取り組みを進めて、郷土愛を育んでまいりま

すということで御答弁がありました。 

  外国に留学経験をした日本人や、外国から日本にいらっしゃった外国の方が、日本人ということで親しくな

ればいろいろと日本のことを相手の国は聞いてくるのですが、子供を含む多くの日本人が、なぜか母国である

のに日本のことを知らな過ぎるほど知らないといった事実が昨今多くあるというふうなデータがありました。

グローバルな人材の育成とよく世間ではうたわれていますが、自分の国のことや、まずは自分たちの生まれ住

んでいるまちを知ることの大切さを、子供たちや住民にはやはり学んでいただく、また学ぶべき場所の提供は

必要かなということを考えておりますし、グローバルというのは、最低限自国のこと、自分の生まれ住んでい

ることをまず知った上でのグローバルであるというふうに考えております。郷土意識や郷土愛を育む施策の充

実の現状をお聞きしたく、また次世代につながる郷土学習の質問の現状等、お伺いをさせていただければとい

うふうに思います。 

  これまでの市民向けのふるさとを意識して取り組んでいただく取り組みは、東大和の歴史を知っていただく

機会の提供など、郷土を知り、郷土愛精神を育む取り組みなど、もしありましたら御答弁いただけますでしょ

うか。 

○社会教育部長（小俣 学君） 東大和市の歴史を知っていただく機会の提供ということで、社会教育部では先

ほど答弁にもございましたが、博物館や公民館で事業を行っております。 

  博物館では、例えばでございますが、今年度、７月から１カ月半にわたりまして、東大和の歴史展「大和町

町制60年」と題しまして、大和村から大和町、そして東大和市へとさまざまなものが大きく変わった激動の時

代を、写真や当時の生活用品を通して振り返るような企画展示を行いまして、そこでは6,300人を超える大勢

の方々にごらんいただくことができました。 

  また、公民館のほうでは、今年度、「麦づくりからはじめるうどん講座～めざそう地産地消ライフ～」と題

しまして、東大和市に古くから伝わるうどんづくりについて講座を行いました。この講座については、現在も

続いているわけですが、昨年11月からスタートして、ことしの７月まで行っていくものであります。座学のほ

かに実際に畑に種をまいて収穫をしてうどんをつくるまで、そういう一貫した事業ということで、市民の皆様

に御参加をいただいております。このほか公民館では、多摩湖と鉄道について学ぶ講座や、高木地域の里山に

ついて、あるいは里正日誌から蔵敷の歴史を学ぶ、そういう講座や、東大和市の魅力を発見することを目的と

した地域発見講座、「一緒にさがそう、まちの魅力」などと、多数の講座を行いまして東大和市の郷土につい

て知っていただく事業も行っているところでございます。 

  以上でございます。 

○１２番（蜂須賀千雅君） ありがとうございます。 

  公民館活動で行われてるものは、講師の方が恐らくいらっしゃって、市民の方と進めるのかなと思うんです

が、今部長からお話ありました郷土博物館でカイカイしたのは、あくまでもあれですかね、パネル展というこ

との認識でよろしかったでしょうか。 

○社会教育課長（村上敏彰君） 郷土博物館では、年間いろんな職員が企画展示という形で、４つから５つほど

の企画展をやってございます。その中の一つとして、先ほど部長の話がございました大和町、60周年を迎えた

との企画展示を一月半ほどやりました。昨年は東大和の歴史展「激動の幕末・明治期を探る」と題しまして、

幕末から明治維新にかけた自由民権運動の高揚期を迎えた30年の間の企画展を実施いたしました。 
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  以上でございます。 

○１２番（蜂須賀千雅君） ぜひそういった際は、郷土博物館の職員の方も、パネル展だけで展示するだけでな

く、市民の方も御質問等も恐らくたくさんある方もいらっしゃると思いますので、ぜひ毎回、御説明の方も含

めて立ち会っていただくような形をとっていただければなと思うんですが、今回のあれでは、基本的にはパネ

ル展ということで、特に御説明の方たちはいらっしゃらなかったという認識でよろしいですかね。 

○社会教育課長（村上敏彰君） 今回の企画展では、特に職員がその場に行って説明をするということはしてご

ざいませんが、各展示物にパネルで説明文をおのおのたくさんつくりまして、それをおのおののパネルのおの

おの展示しているものに添付をして、内容の説明をさしていただいたと。 

  以上でございます。 

○１２番（蜂須賀千雅君） わかりました。ありがとうございます。 

  せっかくパネルも用意されて、いい企画をされていると思いますので、職員の方もせっかくいらっしゃるん

ですから、市民の方に知っていただいて何ぼだというふうに思いますので、聞きやすい環境で、ぜひそういっ

た取り組みを有効なものにしていただくように、職員の方も配置していただければと思いますので、よろしく

お願いしたいというふうに思います。 

  大人の講座については、今幾つかいただきましたので、それから公民館関係でも、よく公民館の便りだとか

載っていますと、地域の発見講座であったり、まあさまざまやられてることも理解をしてます。定員を設けて、

恐らくその地域を皆さんで歩かれて、東大和の歴史を学んでいただいてるんだろうなというふうには思います

が、恐らく平日やってることもあるので、当然小中学生だとか子供たちはいないというふうな認識で私もいま

すので。 

  それでは、子供たちの活動内容について、特に小中学校における子供たちの次世代の学習の機会、それから

東大和市を学ぶ歴史等の環境の活動内容等、そのあたり、今、大人の件に関してはわかりましたので、子供た

ちに関しての取り組みがあれば教えていただけますでしょうか。 

○学校教育部副参事（小板橋悦子君） まず市内の小学校３年生、４年生につきましては、社会科副読本「わた

したちの東大和市」を活用しました学習を行っているところでございます。まず歴史に関することといたしま

しては、地域に伝わるお祭りや行事のこと、それから村山貯水池ができたころの様子などを学んでいるという

ことがございます。また、その副読本の中では、まちで働く人たちということで、東大和市の野菜づくり農家、

またお茶づくりの農家を取り上げたりして、また商店や牛乳工場等のことも取り上げ、地域でどのような産業

があるのかというようなことについても学んでおります。 

  また、自然のことについてでございますけれども、狭山緑地におけるフィールドワークを定期的に実施して

いる学校もございます。郷土博物館の職員やボランティアガイドの方から、狭山緑地内の植物や昆虫などの生

き物の特徴など、季節ごとの変化についてを学んでいるということもございます。また、学校の校庭にフィー

ルドワークとして来ていただきまして、校庭の植物、それから身近な生き物のことについても学んでいると、

そういうふうな学校もございます。 

  以上でございます。 

○１２番（蜂須賀千雅君） ありがとうございます。 

  中学生のほうの取り組みは、もう少し、もしあるようであればちょっと教えていただけますでしょうか。 

○学校教育部副参事（小板橋悦子君） 中学におきましては、必ず職場体験学習ということを実施しております
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ので、地域の事業所の皆様に御協力いただきまして、毎年、中学生を職場体験学習として受け入れていただい

ております。その中で事業所の皆様とのかかわりや、その職業を体験するというようなことを通しまして、改

めて東大和のよさを実感する機会ということにもなっております。 

  また、第一中学校におきましては、地域合同防災訓練に第２学年の生徒が毎年参加をしております。そこで

地域の皆様と一緒に訓練に参加することによりまして、地域の方との交流も生まれますし、また地域の一員と

しての自覚を持つ大変よい機会ともなっております。 

  あとは小学生からずっと地域に伝わるお祭りにかかわっている中学生もおりまして、中学生になりましても、

そのお祭りに引き続き参加をし、地域の伝統文化に触れ、郷土愛を育むよい場になっているかと、そのように

考えております。 

  以上でございます。 

○１２番（蜂須賀千雅君） ありがとうございます。 

  各学年、行政報告書のほうも確認をしたんですが、定期的にさまざまな活動をやられてるというふうには思

っております。よりこれで子供たちがどの程度、自分たちの地域のことを知っていただいて語っていけるのか

なというのは、これはあれですかね、地元の講師の方を含めて呼んでお話を聞いていく機会を設けていただい

たりだとか、また現場に行ってさまざまな機会をということで捉えられて取り組みをされているということで

思いますが、そのあたり子供たちにとっては、この部分というのは、子供たちは十分その辺は理解して、東大

和市に対して理解を深めていただいてるという認識でよろしいでしょうか、今のところは。 

○学校教育部副参事（小板橋悦子君） 例えば小学校におきましては、総合的な学習の時間等の中で、その緑地

について学ぶということもございますので、その総合的な学習の時間のまとめとして発表会を行ったり、また

は掲示物をつくって掲示をしたりというようなこともございます。また、中学校の職場体験学習におきまして

は、職場体験で学んだことを、報告会を行ったり、または事業所の方にそのことをお伝えしたりというような

ことも行っておりますので、そのあたりをしっかりと認識をして、しっかりと学んだことをお返しすることも

できているかと、そのように考えております。 

  以上でございます。 

○１２番（蜂須賀千雅君） ありがとうございます。 

  この程度にはしておきますが、教える先生方は当然異動もありますし、教える先生方はどのような、例えば

ツールであったり機会を通じて、この東大和の学校に赴任された場合、当然子供たちに教えるに当たって、一

番子供たちに近い存在であって、教える立場でありますから、教科書を中心に教えるんでしょうけれども、先

生方がどれぐらいこの東大和市のことを知って、東大和市の歴史を知ってということで教えるのと、やっぱり

その辺は違うと思うので、先生方のこの東大和市に対する歴史の認識であったり、郷土を学ぶという機会は、

どのような形で先生方は取り組みをされているのかだけ、最後、教えていただいてよろしいでしょうか。 

○学校教育部副参事（小板橋悦子君） 東大和市のことを教員が知るというのは、大変大切なことだというふう

に考えておりますので、平成26年度には初任者研修におきまして、初任者研修の宿泊研修の一環といたしまし

て、郷土博物館の見学、それから郷土博物館に御協力をいただきまして、狭山緑地でのフィールドワーク、そ

れから東大和南公園内にございます旧日立航空機株式会社変電所の見学なども行い、バスで東大和市内の循環

をして、主な場所については説明をしながら理解をしていただくような、そんな研修の機会を設けてございま

す。 
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  以上でございます。 

○１２番（蜂須賀千雅君） ありがとうございます。 

  地元の例えばお祭りであったり、自治会の方であったり、さまざま地元に生まれて、地元に住んでる方のお

話を聞いてということが、やっぱり一番であるというふうに思いますけれども、当然そういうわけも、毎日は

行けませんので、学校の先生方が、よりその方たちに近い、やっぱりスキルを上げていただいて、子供たちに

その歴史を伝えていただくということは大事ですので、初任者研修も含めて、そのあたり全てもう少し取り組

みをよりしていただければ、子供たちも中身の濃い授業を受けれると思いますので、そのあたり先生方には、

ぜひ大和を知っていただく機会を設けていただくことを、改めてお願いしたいというふうに思っております。 

  この質問の最後になりますが、郷土愛を含む、郷土愛をより知っていただく意味で、道路、建物などの名称

を市民から公募する形の取り組みについてということで質問を出さしていただいております。ネーミングライ

ツとはまた別の意味で、地域の公募する形の取り組みということで、ちょこバスのルートですかね、あの市道

の部分で行ったという例がありますが、そのほかも含めて我が市の事例があれば教えていただいてもよろしい

でしょうか。 

○都市建設部長（内藤峰雄君） 道路の名称につきましては、当市におきましては昭和56年に、その当時、整備

されていました都市計画道路や主要道路を中心に９路線に名称を設定しておりました。その後、都市計画道路

の整備が行われたり、また幹線市道として整備された道路、昭和56年から30年以上経過し、整備されていった

道路について、近隣の市民の皆様から市道路線番号の管理の呼び方ではわかりづらい、もう少し地域の人たち

も親しめるような、愛称的な設定ができないかというような要望をいただいたというようなことがございまし

て、４路線について、それまで路線番号、３号線、５号線、８号線といったような呼び方をしていたところに

つきまして、４路線につきまして新たに昨年整備を、愛称名を設定していきたいというふうに考えて設定した

という経緯がございます。 

  以上でございます。 

○１２番（蜂須賀千雅君） ありがとうございます。 

  ぜひ子供たちも含めて市民の方に、やっぱり地域の公園ですとか、例えば小学校であるとか道路であるとか

含めて、自分たちで愛称を持って、そういった取り組みで名前をつけられれば、やっぱり地域の郷土愛の気持

ちも生まれるのかなというふうには思っておりますので、そのあたりもう少し広げていって取り組んでいただ

けないかなというふうには思っております。 

  全国、調べますとさまざま、公共施設、それから例えば図書館であったり公立の学校であったり、その地域

の名前が入ってるものというのは実はたくさんありまして、当然担当としても把握はしてらっしゃると思いま

す。ここで挙げなくても、多くの自治体で、さまざまその地域の名前を使って、市民の方に愛称を持っていた

だいて、とても親しみのある地域の名称ということで取り組んでいただいてるというのも、調べたところあり

ます。また、近隣でも立川市であったり、八王子、町田、東村山、国立、そのあたりも地域の名前を使って取

り組んでいるということがありますので、そのあたり、例えば公園であったりとか、今度たしか第一小学校が

今、開校して93年とか94年でしたかね、100年まで約５年か６年ありますので、私も第一小学校出身ですから、

第一ということは外さなくていいと思います。第一何とか小学校みたいな形で、ちょっと６年という期間があ

りますので、十分住民の方、それから学校関係者含めて、そういった議論、お話をできる機会もあると思いま

すので、めでたく100年を迎えますので、ぜひそういう機会を少し捉えて検討していただくことはできるかな
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ということで、ちょっとお伺いをさせていただければというふうには思いますが。公園と、例えば公園道路の

今後の検討と、それから学校の校名も含めて、そのあたりの今後の検討はいかがかなということで、ちょっと

教えていただけますでしょうか。 

○環境部長（田口茂夫君） 公園の名称ということで、現実的には新しくできた公園につきましては、どちらか

というと、今現在、桜が丘地区に幾つかできているんですが、桜が丘何丁目東公園ですとか、私自身もなかな

かちょっとわかりにくくなっているという認識は持ち合わせております。今後、特色ある公園づくりなども検

討していく予定がありますので、そういった中で地域の皆様のお話を聞きながら、どういった名称がいいのか

ということも含めまして、少し研究、検討してみたいなというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○教育長（真如昌美君） 校名につきましては、今まで特段考えてきたことはないんですけども、今お話ござい

ましたので、今後、検討したり地域の声を伺ったりしながら考えてまいりたいと思っております。 

  ことしは東大和市の教育という冊子に、校章の由来をまとめてもらって、それを載せてあります。私たち校

章について、それぞれいろんな校章があるんですけれども、それの由来については深い地域の人たちの思いが

あるということについて、今まで余り認識してなかったところがありますので、そういったところから学校そ

のものを愛する心といいますかね、そういったものを育てながら地域のほうにも広げていきたいというふうに

思っておりますので、さまざま今後、課題とさしていただいて検討を進めてまいりたいと思います。 

  以上でございます。 

○都市建設部長（内藤峰雄君） 道路につきましては、今整備中の都市計画道路等もございます。短い区間です

と、なかなか地域の方たちに親しまれていくというようなことだとか、市内の方たちのＰＲといった面でもな

かなか効果がないと思いますので、一定の区間の開通ができた時点を捉えたりとか、あとは古くから使われて

いる道路について、地域で親しまれてる呼び名等がございましたら、そういったものについて地域の皆さんの

御意見を伺いながら、愛称の設定について検討していきたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○１２番（蜂須賀千雅君） ありがとうございます。 

  公園に関しては、確かにかたい名称が幾つも今ついておりますので、実際遊んでる子供たちは、例えば私の

家のそばはパンダとかキリンがいるので、皆さんパンダ公園って子供たちはほとんど言っています。私を含め

て御近所の方もパンダ公園というふうに言ってますので、地域では地域に住んでる人たちの愛称がありますの

で、そのあたりを参考にしていただいて、悪くないお話だとは思いますので、ちょっと検討してみていただけ

ればと思います。 

  道路も新しく幾つか、市道のほう名称をつけていただいて市民の方も喜んでおりますので、それも引き続き

またお願いできればと思います。 

  学校のほうも、大もととなる名前の全部の変更を私も、やっぱり歴史があって長く、過去の市長たちも、皆

さん、第一小学校にいらっしゃいましたので、そういったことも含めてありますから、でもその地域に第一何

とか小学校みたいな形で、まず歴史を学んでいただくことが大事だと思います。そういった機会を設けて、６

年とか７年という時間がありますから、その先にそういった形がもしとれるんであれば、検討していただけれ

ばというふうに思いますので、ぜひどうぞよろしくお願いしたいというふうに思います。 

  郷土愛の部分の質問は以上になりますが、生まれ育っている東大和で学び、生活をして、本当に自分たちの
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まちだと自信を持って感じていただくには─いただく教育を、やっぱり郷土愛と郷土学習というのが非常

に大切なんだというふうに思っております。まず一番に子供たちと目の前で対峙してる教員の皆さんも、東大

和市の歴史に対して郷土愛を改めて深めていただく機会を設け、より深めていただき、その上で、これから東

大和市を担う子供への教育を取り組んでいただきたいとも、教育委員会にはまず考えております。 

  それから、今、日本という国は、未来を担うべき子供たちの出生数が非常に少なくなっております。子供た

ちと地域の接点が減ったことによって、子供たち自身のまちに対する関心が希薄化しており、これも東大和市

が例外ではなく、子供たちが大人になったときに行政に頼るのみでなく、自分たちのまちを自分たちでよりよ

くするんだという意識を持って大人に多くなっていただかなければ、東大和市がより魅力的で、今後とも活力

と希望に満ちあふれた東大和にあり続けることが、なかなか厳しい時代がやってくるんではないかなというふ

うに思っておりますので、これから魅力的で、また大好きな東大和に住み続けたいと、次世代の子供たちも含

めて地域の方が皆さん思っていただけるようなことの一つとして、この郷土愛のことを少し進めていっていた

だき、さまざまな各部署にまたがっておりますので、取り組みをしていただきたいというふうに思いますので、

どうぞよろしくお願いしたいというふうに思います。 

  郷土愛については、以上で質問さしていただきました。終わりたいと思います。 

  次のジュニア世代のスポーツ活動と文科系活動ということで、質問さしていただきたいと思います。 

  2020年の東京オリンピック・パラリンピックの開催が決定して、単純にそのときに東大和市から１人でも多

くの選手が出場していたら、やっぱり盛り上がることだというふうに考えております。その一環として、ぜひ

ジュニアスポーツの強化にもっと力を注いでいただくべきかなというふうには考えております。現在までにお

ける東大和市としてのジュニアスポーツ支援についての取り組みがあれば教えていただき、また具体的な団体

名等、わかる範囲で教えていただければというふうに思います。 

○社会教育課長（村上敏彰君） 市が取り組むジュニア育成事業でございますが、直接市が取り組む事業はござ

いません。体育協会を通じまして、東京都体育協会、あるいは市の体育協会を通じまして、ジュニアの育成事

業をしてございます。今年度は７団体が11の事業を実施してございます。７団体につきましては、サッカー協

会、ソフトテニス連盟、空手道連盟、テニス連盟、バドミントン連盟、卓球連盟、スキー連盟が今年度は実施

してございます。 

  以上でございます。 

○１２番（蜂須賀千雅君） ありがとうございます。 

  それで今、現状市民の方で、東京都レベルであったり、そういった活躍実績のあるジュニアの選手の方が、

もしいらっしゃれば教えていただけますでしょうか。 

○社会教育課長（村上敏彰君） 市内のジュニア世代で全国レベルの選手の状況でございますが、市の体育協会

にお伺いいたしますと、空手道連盟に所属する中学生男子が、本年３月に開催されるはまなす杯第９回全国中

学生空手道選手権大会に、東京都代表として出場されると伺ってございます。 

  以上でございます。 

○社会教育部長（小俣 学君） 今、課長が答弁さしていただいたのは全国レベルということで、そのほかに東

京都レベルでの活躍してる中学生、ジュニアについて補足をさしていただきます。 

  教育委員会で発行しております教育委員会だよりというのがございまして、直近の昨年の10月31日に発行し

た教育委員会だよりの中で、市内の小中学生の活躍した記録を載せてございます。 
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  その中から幾つか御紹介しますと、東京都中学校体重別柔道選手権大会でベスト８、それから東京ジュニア

陸上競技大会、女子200メートルで６位、そして全日本中学校通信陸上東京都大会、男子共通砲丸投げで２位

というような活躍をしている内容について記載をしているところでございます。 

  以上でございます。 

○１２番（蜂須賀千雅君） ありがとうございます。 

  東京都のほうが選手強化などの事業の取り組みで、トップアスリート発掘育成事業というのをやっておりま

す。選手層の厚い競技では、スポーツクラブや学校の部活動を通じて優秀な選手を発掘して、それぞれの競技

において育成、強化をしてるというふうに伺っておりますし、また基本的に中学生で、競技内容が違っても、

基本的にその体力が一流選手並みに中学生としてあれば、種目人口が少なくてメダルが狙いやすいということ

の目的の中で、例えば重量挙げであったりカヌーであったりボクシング、レスリング、自動車、アーチェリー

ということで、さまざまなこういった分野にも、サッカーであったり野球であったり、それからバスケット等、

競技人口が多く、またやってる子供たちも多いものですから人材は豊富なんですが、こういうところから転向

させて、例えば重量挙げで金メダルを目指すトップアスリートを探すということで、７競技を中学生からとい

うことで、ジュニアアスリート発掘育成事業ということで、これはもちろん2020年度の東京オリンピック・パ

ラリンピックで、日本人に金メダルを狙っていただきたいということで、こういう取り組みがされております

が、このあたりの東京都からの通知というのは、市にはどのように入って、子供たちにはどのようにこの情報

が行き渡っているのか、ちょっともしわかっているようであれば教えていただいてもよろしいでしょうか。 

○社会教育課長（村上敏彰君） ただいまお話のございました東京都体育協会が実施しているトップアスリート

発掘育成事業についてでございますが、直接は市のほうには情報等は来てございません。東京都体育協会から

市の体育協会のほうに要望がいきまして、市の体育協会のほうにお伺いいたしますと、こちらのトップアスリ

ート発掘育成事業に、体育協会加盟の選手でございますが─で該当選手はいないという形で、今年度は申

請がなかったと、このように伺ってございます。 

  以上でございます。 

○１２番（蜂須賀千雅君） ありがとうございます。 

  私も質問するに当たって調べたものですから、どれぐらいだったかなということまではちょっと見てなかっ

たので、質問だったので質問さしていただいてるんですが、こういった取り組みもされておりますので、子供

たちに情報は伝わってはいるんですかね。どうなんでしょうかね。そういう申請がなかったとしても、情報と

しては伝わっているのかどうかということもやっぱりありますので、ぜひちょっとその辺は、来年度以降、こ

れ毎年、募集をかけてるというふうなお話も伺っておりますので、そのあたり担当として情報をとっていただ

いて、体力的にそれだけ東京都レベルで頑張ってる子がいるんであれば、そのままの競技で伸ばしてあげるの

も一つですが、特区から一つ外れても、基礎体力ができてるということで、改めてオリンピックを目指すとい

うことの取り組みもできるわけですから、そのあたりの取り組みを、ぜひちょっとしていただきたいなという

ふうに思うんですが、御担当としていかがでしょうか。 

○社会教育課長（村上敏彰君） 東京都のトップアスリート発掘育成事業でございますが、今までは体育協会か

ら、都体協から市の体育協会に要望が来ておりますので、体育協会加盟の競技の小中学生については情報は伝

わってると思っております。ただし、加盟されてない一般の中学生には情報が伝わってございませんので、市

の体育協会ともお話をさせていただきまして、そうした情報につきまして学校と連携をしながら、情報提供を



－124－ 

してまいる方向で考えてみたいと思います。 

  以上でございます。 

○１２番（蜂須賀千雅君） ありがとうございます。 

  ぜひ、そのような流れで今育成事業が行われてるということをお伝えしていただければ、加盟してるところ

から、またそこを自分自身もそういう目的ができれば、親御さんとお話ししてそれに登録できるような形もと

れるわけですから、ぜひそのあたり情報としてお伝えすることも、ちょっと体育協会のほうとお話をしていた

だければというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

  東京オリンピックが迫れば、各文科系でも日本の文化を知っていただくことで、おもてなしということで、

世界への発信がやっぱり行われる部分が出てくるというふうに認識しております。文科系活動の今後について、

最後少し教えていただければと思いますので、お願いいたします。 

○社会教育課長（村上敏彰君） 現在市内にある６つの団体が、先ほど教育長の答弁にもございますように、国

の補助金を活用いたしまして伝統文化こども教室事業を実施してございます。平成26年度の実績でございます

が、６団体全体で着物の着つけ、生け花教室、茶道教室、祭り、行事などの事業を実施いたしまして、延べ

581名の親子の方に御参加をいただきました。１事業当たりの補助金の上限額が50万円と決められてございま

すが、各団体とも平成27年度も実施する予定と伺ってございますので、申請手続や会場の確保で引き続き御協

力をさせていただきたいと、このように考えてございます。 

  以上でございます。 

○１２番（蜂須賀千雅君） ありがとうございました。 

  ぜひ、文科系活動も引き続きそういった活動をしていただいて、子供たちのその能力を高めていただく機会

を、先ほどのスポーツ、それからこの文科系活動ともども取り組んでいただければと思います。その活動が、

オリンピックが近づくことによって、各都道府県、市町村におもてなしであったり、同じ会派の押本議員から、

今回同じ関係の質問が出てますので、ホストシティ・タウン構想に関して、そちらにつながっていく部分が出

てきますので、ぜひそのあたり、その文科系活動、スポーツ系活動を通じて、その新たな活動が意味あるもの

になるように、ぜひ文科系活動もおもてなしをしていただくために、日本の伝統と文化を子供たちに覚えてい

ただくという大事な機会ですので、ぜひそのあたりこれからも時間をかけて取り組んでいただきたいというふ

うに思いますので、どうぞよろしくお願いしたいというふうに思います。 

  以上で、ジュニアスポーツ世代の質問も終わらしていただきます。 

  今回、私の一般質問を終わらしていただきます。どうもありがとうございました。 

○議長（尾崎信夫君） 以上で、蜂須賀千雅議員の一般質問は終了いたしました。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◇ 根 岸 聡 彦 君 

○議長（尾崎信夫君） 次に、10番、根岸聡彦議員を指名いたします。 

〔１０番 根岸聡彦君 登壇〕 

○１０番（根岸聡彦君） 議席番号10番、根岸聡彦です。通告に従い、一般質問をさせていただきます。 

  今回は大きな項目として３点、質問をさせていただきます。 

  まず初めに、東大和元気ゆうゆう体操についてであります。第２は、市内の空き家について、そして３番目

は市内のモニュメントについてであります。 
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  それでは、順を追って質問させていただきます。 

  まず、東大和元気ゆうゆう体操について。 

  ①東大和元気ゆうゆう体操の制作について。 

  ア、体操制作のきっかけと目的は。 

  イ、市が期待する効果は。 

  ②さきに開催されたタウンミーティングについて。 

  ア、開催状況と参加した市民の反応は。 

  イ、それを受けて、市としての今後の対応は。 

  ③元気ゆうゆう体操の普及について。 

  ア、現状の認識は。 

  イ、今後の課題は。 

  ２番目は、市内の空き家についてでありますが、①空き家の現状について。 

  ア、市としての認識は。 

  イ、空き家がふえることで起こる問題点は。 

  ②空き家対策について。 

  ア、現在市が講じている対策は。 

  イ、今後の展望は。 

  ３番目は、市内のモニュメントについてでありますが、①制作及び設置の経緯と目的について。 

  ②現時点の活用状況について。 

  ③今後の展望について。 

  壇上での質問は以上となります。再質問につきましては、御答弁も踏まえまして自席にて行わさせていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

〔１０番 根岸聡彦君 降壇〕 

〔市 長 尾崎保夫君 登壇〕 

○市長（尾崎保夫君） 初めに、東大和元気ゆうゆう体操制作のきっかけと目的についてでありますが、市では

平成18年度から65歳以上の高齢者が要介護状態になることを予防するために、転倒予防教室等の介護予防事業

を実施しております。教室を修了した方々から、介護予防のための自宅や地域で継続的に実施できる体操の希

望が多くあり、これを実現するために制作したものであります。 

  次に、市が期待する効果についてでありますが、東大和元気ゆうゆう体操については、東京都健康長寿医療

センター研究所の協力のもと、市と市民の皆様がともに制作した介護予防に効果のある体操であります。市で

は、この体操を通じて、高齢者の皆様が介護予防に関心を持って健康増進に努めていただくことで、介護を必

要とせず、健康で自立した生活を送れる方々がふえることを期待しております。 

  次に、タウンミーティングの開催状況と市民の皆様の反応についてでありますが、平成27年１月24日と28日

に開催いたしましたタウンミーティングには、24日には37人、28日には17人の参加がございました。介護予防

リーダーや体操普及推進員を初め、介護予防に高い関心をお持ちの方々に御参加いただき、日ごろの活動や今

後の体操普及への市の取り組みに対する課題や要望など、多くの御意見をいただいたところでございます。 

  次に、参加者の御意見に対する今後の対応についてでありますが、参加者の皆様からいただいた御意見につ
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きましては、東大和元気ゆうゆう体操のさらなる普及推進を図るため、研究、検討の上、活用してまいりたい

と考えております。 

  次に、東大和元気ゆうゆう体操の普及に関する現状の認識についてでありますが、東大和元気ゆうゆう体操

をより多くの市民の皆様に知っていただき、体操参加者の拡大を図っていくことが重要であると考えておりま

す。市では毎月１回、第１月曜日の昼休みに、元気ゆうゆう体操in市役所中庭を実施し、さまざまな年代の来

庁者への普及啓発の機会としております。また、うまかんべぇ～祭や長寿の集い、福祉祭、市民ふれあい運動

会、防災フェスタといった多くのイベントに参加し、体操の実演を通して、その周知と普及、拡大に努めてい

るところでございます。 

  次に、今後の課題についてでありますが、東大和元気ゆうゆう体操につきましては、現在、市内19カ所で体

操自主グループが活動しておりますが、高齢者全体における体操の認知度や参加者数からいたしますと、さら

なる普及推進に向けてさまざまな取り組みを進めていくことが課題であると考えております。今後、活動の中

心を担っていただいている体操普及推進員の皆様が継続的に活動できるよう、一層の活動支援に取り組むとと

もに、担い手の拡大や次世代育成のための体操普及推進員養成講座の継続的な実施が必要であると考えており

ます。 

  次に、市内の空き家の現状認識についてでありますが、近年、市内におきましては高齢化や相続の理由で、

管理不十分のまま放置された空き家が存在していることは承知しております。これらの管理されていない空き

家は、景観上の問題や犯罪、放火の要因となるなど、周辺住民の生活環境にとって決して好ましい状況ではな

いものと認識しております。 

  次に、空き家がふえることでの問題についてでありますが、管理不十分の空き家がふえることで、次の４点

の問題が考えられます。１点目は家屋の老朽化による倒壊の問題、２点目は樹木や雑草の繁茂等により車道の

通行の妨げや隣接地への枝や落ち葉の侵入、また鳥のすみかや蜂の巣の発生の問題、３点目は管理不十分によ

る景観上の問題、４点目は犯罪や放火の要因となる問題であります。 

  次に、市の空き家対策についてでありますが、放置された管理不十分な空き家につきましては、市で現場を

調査後に所有者に対し、雑草の除去や土地、家屋の適正管理を依頼しております。また、防災、防犯の観点か

ら警察署、消防署の巡回、警戒を依頼しております。今後も空き家の所有者へ、適正な管理について理解を求

めてまいりたいと考えております。 

  次に、今後の展望についてでありますが、高齢化や相続の理由で管理不十分のまま放置された空き家が増加

していくことが予想されます。空き家の把握と所有者への適正管理の要請に、引き続き努めてまいりたいと考

えております。 

  次に、市内モニュメントの制作及び設置の経緯と目的についてでありますが、市は昭和57年度に制定いたし

ました東大和市基本構想において、21世紀の都市像を「うるおいとふれあいのあるまち東大和」と定めました。

その実現を図るための施策の一つとして都市景観の形成に取り組み、平成元年度から平成７年度までの７カ年

で、市民の皆様が身近に感じて親しんでいただけるよう、地域に根差した民話、伝承、歴史、事物を題材にし

た27体のモニュメントを設置いたしました。 

  次に、モニュメントの現時点での活用状況についてでありますが、市民の皆様にモニュメントに親しんでい

ただく取り組みとして、モニュメントマップを制作し、市内の公共施設等で配布しております。また、市が制

作しているウォーキングマップにおいて、市内の散策ポイントの一つとしてモニュメントを紹介しております。 
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  次に、モニュメントの今後の展望についてでありますが、市内随所に設置していますモニュメントを活用し、

市全体を一つの風土、歴史、美術博物館のようにネットワーク化することにより、市民の皆様の地域への愛着

心、郷土愛を育むとともに、個性豊かなふるさととして表情の創出に役立つことを期待しているところであり

ます。 

  以上です。 

〔市 長 尾崎保夫君 降壇〕 

○１０番（根岸聡彦君） 御答弁ありがとうございました。 

  それでは、順次再質問をさせていただきます。 

  まず、先般の市長施政方針の中で、健康づくり施策の充実ということが重点項目の一つに挙げられておりま

したが、この施策の中で東大和元気ゆうゆう体操はどのように位置づけられるのでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） ゆうゆう体操の位置づけということでございますが、健康づくり施策の充実、こ

れにつきましては健康増進計画に基づいて今後推進してまいるわけでございますが、健康増進計画の第４章、

第２節、３、高齢者の健康におきまして、介護予防、これについての重要性について触れられております。東

大和元気ゆうゆう体操につきましては、この介護予防のための重要なツールの一つとして位置づけられている

というふうに認識しているところでございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 東大和元気ゆうゆう体操が取り入れている動きの効用としては、どのようなものがあ

るのでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 元気ゆうゆう体操の動きの効用、効果ということでございますけれども、９点ほ

ど大きくカテゴリーとしてはございます。１つ目が足の筋力の維持、向上。それから２つ目が体幹の筋力の維

持、向上。それから３つ目といたしまして肩周り、それから上腕、こういったところの筋力の維持、向上。そ

れから４つ目といたしまして体のしなやかさといいますか、そういったものの維持、向上。それから５つ目が

肩回りの動きやすさ、こういったものの維持、向上。６点目が足の各関節、股関節等、そういった各関節の動

かしやすさの維持、向上。７つ目が、ゆっくりとしたバランス機能の維持、向上。それから８つ目が素早いバ

ランス機能の維持、向上。最後に９つ目といたしまして、表情、それと口の機能の維持、向上。こういった効

果があるというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） その元気ゆうゆう体操といったような、介護予防を目的とした体操ですが、これは東

大和市独自のものなのでしょうか。それとも、ほかの自治体でも広く行われているものなのでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 東大和元気ゆうゆう体操、こちらにつきましては介護予防を目的といたしまして、

当市が制作したオリジナルの体操でございますが、こういった自治体等が独自に制作したという、いわゆる御

当地体操と呼ばれる体操につきましては、正確な数値というのは把握できてないんですが、新聞等によります

と、一説では全国各地で100以上あるんではないかというふうな報道もされております。 

  そういった御当地体操でございますが、ゆうゆう体操のように介護予防というものに特化した、そういった

目的としたというよりも、もっと大きな健康維持というようなことを目的として制作されてるものが多いとい

うふうに聞いているところでございます。 

  以上でございます。 
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○１０番（根岸聡彦君） 東大和元気ゆうゆう体操を指導しているのは、どのような方々なのでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） ゆうゆう体操の指導でございますが、市が実施しております体操普及推進員養成

講座、こちらを受講した方々、体操普及推進員でございますが、この方々に指導のほうはお願いしてるという

ところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（尾崎信夫君） ここで10分間休憩いたします。 

午前１０時３０分 休憩 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前１０時４１分 開議 

○議長（尾崎信夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○１０番（根岸聡彦君） 東大和元気ゆうゆう体操普及推進員の御答弁をいただきましたが、その普及推進員の

資格要件というのはどうなっているのでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 体操普及推進員の資格要件ということでございますが、市のほうで平成24年度か

ら実施しております、先ほど申しました体操普及推進員の養成講座、こちらに御参加をいただいて、出席日数

等の条件を満たした上、修了した方、そういった方々を体操普及推進員とさしていただいているところでござ

います。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） その普及推進員ですが、現在市には何名いらっしゃるのでしょうか。また、市として

はこの推進員をどのようにしていこうとしているのでしょうか、その方向性についてお聞かせください。 

○福祉部参事（広沢光政君） 体操普及推進員の人数ということでございますが、現在、普及推進員の方、70名

いらっしゃいます。市では、体操の効果、こういったものをきちんと発揮していただくためにも、体操を正確

に説明、また指導できる、そういった人材を育成することを目的といたしまして、体操普及推進員を養成して

いるということが現状でございますことから、今後も市民の皆様への元気ゆうゆう体操普及啓発のために、体

操自主グループですとか各種イベント、こういったところで普及推進員の方々には御協力をしていただきたい

というふうに考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） その東大和元気ゆうゆう体操普及推進員を育成するための費用としては、年間どのく

らいかかっているんでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 体操普及推進員の育成のための費用ということでございますが、平成26年度につ

きましてお答えさしていただきますと、体操普及推進員の養成講座、こういったものにかかわる費用ですとか、

それから体操普及推進員になった後のフォローアップ、こういったものに要する費用、こういったものとして

50万円程度の予算となっております。この50万円の予算とは別になりますけれども、普及推進員の方々が活動

に必要となりますのぼり旗ですとかＴシャツ、それからラジカセの充電池、こういった日々の活動に必要な消

耗品、それから連絡会等に係る経費、こういった費用も計上をしているところでございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 東大和元気ゆうゆう体操というのは、その普及推進員の資格がないと指導できないも

のなのでしょうか。もしそうであるならば、その明確な理由はどこにあるのでしょうか。また、もしその資格



－129－ 

がなくても指導が可能であるとするならば、普及推進員の資格というのは何のためにあるんでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 市といたしましては、市民の皆様に楽しく安全に、効果が十分に発揮できるよう

に、東大和元気ゆうゆう体操、こちらのほうを行っていただきたいというふうに考えているところでございま

す。そのためには、体操、体操の動き、それが意図するところを正しく伝えていただける、正しく伝えていた

だいて、それができますとやってる皆さん、効果が出てきてやる気が出るということがございますので、そう

いった意味ですね。それから、現場で安全管理のための目配り、それからその場に合った対応ができることが

必要でございます。実際にその体操自主グループに参加してくださっている一般の方々からも、そういった点

が求められてございます。このために体操普及推進員の養成講座、こちらにおきましては、体操の動きに加え

まして、その効果、それから安全管理に関連したことにつきましても講義を行っております。また、体操普及

推進員の方々には、活動中の事故対策として、市の負担でボランティア保険、こちらにも加入していただいて

いるところでございます。こういったことから、体操の指導につきましては、体操普及推進員であることが望

ましいと、市のほうでは考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 確認ですが、望ましいということは、これは絶対なくてはならないというものではな

いというふうに理解してよろしいでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 市のほうとしましては、依頼があった場合、それから普及の拡大について、普及

推進員の方々に指導をお願いするというスタンスは変わりございません。ただ、体操自体を任意に行うという

場合に、そこに厳格に体操を、こうでなければいけない、こういう形でなきゃ指導できないというようなこと

までは、私どものほうでは考えてございません。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） ありがとうございます。 

  支援の部分についてお伺いしますが、現在、市に対してその普及推進員が最も強く望んでいることは何であ

るとお考えでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 体操普及推進員の方々の連絡会、それから介護予防リーダーの方々の連絡会、こ

ういった席上における皆様の声からいたしますと、体操普及推進員の活動における仲間ですとか後継者、こう

いったものの養成、それからその活動に必要となる物品の提供、これは予算的な配慮ということも考えられま

す。それから、活動場所の確保、こういったものにつきまして強く要望されているものではないかというふう

に認識しております。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 市長答弁の中でも、さらに普及をさせていきたいというような内容があったと思いま

すが、市として何をしたら東大和元気ゆうゆう体操を、今よりさらに普及させていくことができるとお考えな

のでしょうか。不足しているものは何なのか、普及に必要な要件を充足させるために、クリアしなければいけ

ない課題は何なのか、そういった点もあわせてお聞かせください。 

○福祉部参事（広沢光政君） 介護予防教室参加者が、教室修了後も身近なところで気軽に介護予防に取り組め

るためにということで制作された東大和元気ゆうゆう体操、この当初の目的からしますと、やはりこれまでの

ように地域に根差した活動を丁寧に焦らずに継続していくことが、最も大切なことではないかというふうには

考えているところでございます。 
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  また、ゆうゆう体操の周知、いわゆる広報も、普及には欠かせない必要な要素ということで認識しておりま

す。活動の継続には、現在も御尽力いただいております体操普及推進員並びに介護予防リーダーの方々、こう

いった方々に対する一層の支援、この支援の中には育成や拡大というものも含んでおりますが、こういったこ

とを行っていかなければならないというふうには考えております。また、周知という点では、広く市民の皆様

に体操を知っていただくために、イベントなどの機会の創出についても検討してまいりたいというふうに考え

ているところでございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 物品関係、特にそのラジカセのような音響機器ですね、こういった機械を常に会場に

持ち運ばなければならないために、ふだんの使用に比べて壊れやすい、またそのための費用がばかにならない

という話をよく聞くのですが、市ではそういった機器類、電池ではなく機械本体を貸与、あるいは支給すると

いった支援は考えていないでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 市では、平成24年度から、そういった自主グループの皆さんが使用しますラジカ

セの電源として、充電池、それから充電器の貸与というのは行ってまいりました。平成26年度からになります

けれども、新しく自主グループができた場合ですとか、それから使用していたラジカセが壊れてしまった場合、

こういう場合の補充用といたしまして、ＣＤプレーヤー、大体５台分程度の予算を確保しております。この予

算の確保、いわゆるラジカセの貸与につきまして、体操自主グループ活動を中心となって担っております介護

予防リーダーの自主組織、介護予防リーダー会において、年度の当初に皆様にお伝えしているところでござい

ます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） ありがとうございます。 

  そういった支援がなされているということは、非常に喜ばしいというふうには思いますが、どうも余り周知

されていないような状況も見受けられますので、さらなる周知に努めていただければというふうに考える次第

です。 

  普及推進員の方々とお話をすると、そういった機材の問題だけでなく、会場の確保に多くのエネルギーを使

うということを言われます。特に雨天や夏の暑い日でも実施できるような屋内施設を提供してもらえたらとい

うことをよく言われるのですが、現在の奈良橋市民センターのように、公共施設の一角を提供してもらう、あ

るいは商店街の空き店舗や使用していない倉庫を貸してもらえるように、行政のほうから働きかけるといった

ような支援ができないものでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 屋外の会場を利用しているということで、天気等の自然状況によって、さまざま

な御心配ですとか御配慮をいただいてるということにつきましては、十分承知しているところでございます。

ただ、一方でゆうゆう体操自体、これを公園等、屋外の施設で行うということについてもメリットがございま

して、周囲に対する体操のＰＲ効果が高い、それから初めての人でも参加しやすい、特に天気のよい日には爽

快感というものも得られる等、多くの利点があることから、屋外について今後も継続していただきたいという

ふうには考えているところでございます。 

  今御質問にございました奈良橋市民センターの一角の提供ということにつきましては、ちょっと私ども理解

不足で申しわけないんですが、一角の提供ということについては現在行っていないというふうに認識してござ

います。それから、ほかの公共施設の利用につきましても、通常の施設利用の手続に沿った形で申請、それか
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ら利用していただいてるところであるというふうに認識しております。 

  ただ、室内施設の必要性ということについては、私ども十分理解できるところでございますので、今御提案

がありましたけれども、民間施設等など、利用につきましては、今後その対象施設の選定ですとか、それから

協力依頼の手法なども含めて検討してまいりたいというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 屋内施設の充実というのは、やはり屋外ですと雨天のときにできない、雨が降りそう

な場合にやるのかやらないのかわからない、そういったことがあります。特に高齢者の場合、あちこちでやる

というわけにもいかないですし、会場がころころ変わるとやっぱり来なくなってしまう。そういった問題もあ

りますので、全天候において安定的にできる、そういった場の確保ということを強くお願いをしたいと思いま

す。 

  物品の支援のほうにちょっと戻りますが、現在、19カ所で体操が実施されているということですが、その全

ての箇所に対して東大和元気ゆうゆう体操ののぼり旗とポールは支給されているのでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 元気ゆうゆう体操ののぼり旗とポールにつきましては、平成24年度に初めて作成

いたしました。その当時、活動していた体操自主グループにおいて配布をいたしまして、使用していただいて

いるところでございます。その後、体操自主グループの数がふえまして、のぼり旗とポール、これが不足した

時期がございます。そのときに、一時的に複数本お持ちの体操自主グループから融通していただいた時期もご

ざいましたけれども、25年度に再度、のぼり旗とポールを作成いたしまして、不足分の補充ですとか、それか

ら破損等の交換を行っております。また、その後、新しくできた体操自主グループにつきましても、随時配布

のほうは行っております。平成26年度につきましては、現在までのところ不足している旨のお話はいただいて

おりませんけれども、のぼり旗、ポールともに若干の在庫ございますので、必要なところには提供してまいり

たいというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） ぜひ、よろしくお願いしたいと思います。 

  東大和元気ゆうゆう体操における市が期待する効果について、介護を必要とせず、健康で自立した生活を送

れる方々がふえることを期待しているという答弁があったと思いますが、そうなることでの市にとってのメリ

ットというのはどういうものがありますでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 市のメリットということでございますが、より多くの高齢者が、いつまでも住み

なれた地域で安心して暮らしていくことができるというような生活の実現が図られるということが１点ござい

ます。それから、元気な高齢者がふえていくということで、逆にその支援の必要な高齢者を支えていく側の支

え手の拡大にもつながるかなというふうに考えてございます。さらに、高齢化に伴って今後その増加が予想さ

れております医療、それから介護等の社会保障費、こういったものの軽減にもつながってくるというふうに考

えているところでございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） ありがとうございます。 

  ２月10日の全員協議会において説明をされました東大和市高齢者福祉計画、第６期介護保険事業計画の中で、

東大和元気ゆうゆう体操のことについて触れられており、介護予防事業への参加意向の中で、東大和元気ゆう

ゆう体操の認知度については、「知らない」が過半数を占めているという記載がありますが、この要因はどの
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ようなところにあると考えるのでしょうか。また、この状況をどのようにしていきたいと考えるのか、そのた

めに市としてできることは何なのかも、あわせてお聞かせいただければと思います。 

○福祉部参事（広沢光政君） ただいま御質問いただきました件でございますが、平成25年度に実施いたしまし

た第６期介護保険事業計画の準備調査、そちらの結果の数値であるというふうに認識しております。こちらの

準備調査の結果ですと、今御質問者がお話ありましたように、「知っている」と「よく知らないが聞いたこと

はある」という回答は、「知らない」という回答は今御質問者がおっしゃったとおり51.4％でございますが、

逆に「知っている」、「よく知らないが聞いたことはある」と回答された方を合わせて45.2％という形になっ

ております。 

  この準備調査とは、また別の調査になりますけれども、昨年６月１日付の市報のほうで御報告をさしていた

だいておりますが、元気ゆうゆうライフを目指す東大和市の介護予防と地域の支え合いに関する調査、これは

東京都健康長寿医療センター研究所との共同研究の中間結果というようなことで発表さしていただいておりま

すけれども、こちらの調査におきましても、元気ゆうゆう体操の認知度について質問項目がございまして、そ

の調査では24年度には29％だった認知度が、平成25年度では43％に上昇してるというような結果が出ておりま

す。 

  ゆうゆう体操につきましては、24年２月に発表した体操であることを考えますと、認知度、こちらについて

は順調に伸びているのではないかなというふうに考えてございます。その認知度の上昇については、体操自主

グループ活動にかかわってくださっております体操普及推進員の皆様、それから介護予防リーダーの方々の活

動のたまものであるというふうには感謝しているところでございます。 

  元気ゆうゆう体操につきましては、介護予防の体操でございまして、継続していくことで効果が得られます

ので、体操に参加している方々がその効果を感じて、お仲間の方々に伝えていくという、そういった好循環に

よって、さらにその認知度が向上していけばというふうには考えているところでございます。そのために、こ

れからも地域に根差した活動を中心として、さらなる広報ということで、イベント等などでの発表もあわせて

行っていければというふうに考えております。 

  加えて、自主グループ活動を担う体操普及推進員の研修会、そういったものの提供など、フォローアップも

充実を図ってまいりたいというふうに考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） ありがとうございます。 

  その参加意向のほうですけれども、機会があれば行ってみたいという回答が42.7％となっておりますが、こ

の数値についてはどのように評価をいたしますでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 42.7％ということで、体操を認知されている方と同じぐらいの割合の方に、機会

があれば行ってみたいと思っていただいているということについて、健康に対する意識の高さをうかがわせる

ものだなというふうには考えてございます。また、それと同時に、ゆうゆう体操を体験できる機会の提供とい

うのは、まだ逆に十分に整っていないかなというふうな、そういったことをあわらしている結果ではないかな

というふうにも考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） そのとおりだと思います。この42.7％の人というのは、その多くの方が自分の体力に

衰えを感じており、家の近くに会場があれば参加できる方々ではないのかなというふうに考えます。こういう
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人たちを参加に促すこと、あるいは参加しやすい環境を整えることが、元気ゆうゆう体操の普及につながるも

のと考えるんですが、その点はいかがでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 機会があれば行ってみたい、それから体力の衰えを感じていらっしゃると、そう

いった方々が参加しやすい環境を整えていくということが、さらなる体操普及の推進につながるということで

は、私どもも同じ考えでございまして、そういったことでは認識しているところでございます。市としまして

は、今後そうした環境づくり、言ってみますと市内の各地域に、できるだけ均等に自主グループができるよう

に、努めてまいりたいというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 今の質問と重複するような形になるかもしれないんですが、この参加意向に対しての

数値、この42.7％ですね、これがどのくらいの数になっているのか、どのくらいの高齢者からの意見が反映さ

れているのかというのは、ここからではちょっとわからないんですが、機会があれば行ってみたいというのは、

参加したい気持ち、参加する意欲はあるが、あと一歩が踏み出せない状況にある方々ではないのかなというふ

うに推測できるわけであります。そういう方々の背中を押してあげるような施策というものは、考えておりま

せんでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） あと一歩の方ということで、その方々の背中を押す方法ということでございます

けれども、お友達などのお知り合いの方から、お誘いですとか、お勧めを行うといった方法が効果があるのか

なというふうには考えてございます。これはことしの１月中旬から２月中旬にかけまして、自主グループのほ

うに参加していただいてます体操を行っている方々、対象としたアンケート調査を実施した中で、参加者をふ

やすためのそのアイデアということで、やはり今お話ししましたように、知人、友人への、またはからの声か

けがよいんではないかというような御意見を多数いただいているところでございます。また、そのアンケート

の中で、市報に載った市長のコラム、そういったものを見て、背中を押されて参加された方がいるというよう

な回答もございましたので、市報などで体操のよさをわかりやすくお伝えしていくという、そういう広報も必

要だというふうには考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） ありがとうございます。そういった形での広報、非常に重要だというふうに思います。 

  全員協議会のときに御説明いただいたものですが、東大和市健康増進計画においては、東大和元気ゆうゆう

体操に関する特段の記載はなかったというふうに記憶しておりますが、健康増進計画の中における東大和元気

ゆうゆう体操の位置づけはどのようになっておりますでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 今御質問者がおっしゃいましたように、健康増進計画の中には東大和元気ゆうゆ

う体操という文言に関しての記載等は一切ございません。ただ、第４章、先ほどもちょっとほかの質問でお答

えしましたが、健康増進計画の第４章、第２節、３が高齢者の健康というところの介護予防という部分で、そ

の大切さについて触れているところでございます。ゆうゆう体操自体が介護予防の効果的なツールの一つとい

うことから、健康増進計画におきましては、この介護予防の部分に含まれ、位置づけられているというふうに

認識しているところでございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 東大和元気ゆうゆう体操に参加するということは、社会参加の一つであるとも言える

と思います。参加することで、地域コミュニティーの形成にも通じていくものと考えますが、これに対する市
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としての認識はいかがでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） ゆうゆう体操、こちらのほうの活動に参加していただくということ、その体操だ

けじゃなくて、介護予防活動いろいろございますが、そういったものに参加すること、そういったことで、そ

の副次的な効果といたしまして、地域コミュニティーの形成に通じていくというような形ではあるのではない

かなというふうには認識しているところでございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） もしそうであれば、先日やはり御説明いただきました第五次東大和市地域福祉計画の

中にも、何らかの形で東大和元気ゆうゆう体操が位置づけられてしかるべきではないかと考えるんですが、そ

の点はいかがなんでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 今も申し上げましたが、ゆうゆう体操そのものにつきましては、本来は介護予防

のためのツールの一つでございまして、地域コミュニティーの形成のための手法としては、あくまで体操に参

加することの副次的な効果としてあらわれるものだというふうに考えております。今回の地域福祉計画におき

ましては、各専門的な分野の関係につきましては、それぞれの個別計画において位置づけるということから、

ゆうゆう体操につきましては高齢者福祉計画、第６期介護保険事業計画において位置づけを行ってるというふ

うに、私どものほうでは認識しているところでございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） わかりました。 

  先日のタウンミーティングで、市民から補助に関する質問が出された際に、市長から予算をつけるにも議会

の承認がなければできないという発言があったと、そこに参加された方から聞かされました。確かに予算とい

う観点で考えればそのとおりかもしれないんですが、その方からは、予算をつけることに対して議会は反対し

ているんですかというふうに質問されました。このように、一般市民が誤解をするような発言をされた意図が

どこにあるのか、そのあたりをお聞かせいただければと思います。また、その体操の普及というものは、推進

する方がボランティアでやるもので、市がお金を出す性格のものではないという意識が見え隠れするというよ

うなことも言われたんですが、その点もあわせて御説明をいただければと思います。 

○市長（尾崎保夫君） そのような形で認識とられてしまったということは、言葉足らずだったかなというふう

に思ってございますけども、もともと私自身も、東大和の高齢の方々が元気で暮らしていくためにはどうなん

だということで、私が就任する前からこういう形で、元気ゆうゆう体操という形のものを市民の皆さんと一緒

になってつくったと。そして、それらをつくっていただいた、今で言う介護リーダーの方々、あるいは推進員

の皆さん方が御自分の気持ちを込めて、普及させるんだという強い、熱い思いで現在まできてるのかなという

ふうに思ってございます。そういった意味で、行政側がそこに予算、あるいはボランティア意識を否定するよ

うなということは、あってはならないというふうには思ってございます。 

  ただ、先ほど健康増進計画等をこれからつくっていく、あるいはできたということで、これからそれを具体

的に進めていくということになりますと、これではまた話は別だというふうには考えてございます。そういっ

た計画の中で、市としてきちっと体系づけて進めていくということは、これから必要なものだろうというふう

に思いますし、これからの高齢者の健康づくりという意味では、大きな一つの施策になっていくものというふ

うに考えてございます。 

  そういった意味では、先ほど言いましたように、徐々にではございますけども、当初はカセット等を含めて、
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全てボランティアの熱い思いの中にあったというふうに思ってございますけども、市のほうも消耗品、あるい

はそういうふうな備品類、そのようなものも支給を始めてございますし、今後、介護予防リーダーの養成講座

等も含めて、しっかりと進めていくということで、議員の皆様方にも、そういった意味ではいろんなところで

御協力をいただくことになるかなというふうに思いますけども、そういう思いでこれから進めていくというこ

とで、健康増進計画等もしっかり進めていくと、そういうことでございます。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） ありがとうございました。市長から力強い答弁をいただきました。非常に感謝してお

ります。 

  こういうふうにおっしゃった方というのは、やはり御自身が体操の普及に対して一生懸命活動されている、

そういう自負があるというところからきているものだろうというふうに考えます。そういった方々の強く熱い

思いというものを、ぜひ受けとめていただきたいというふうに考える次第です。 

  先ほどの市長答弁の中で、参加者から出された意見、タウンミーティングについてですが、参加者から出さ

れた意見については、さらなる普及推進を図るため、研究、検討の上、活用していきたいというふうに述べら

れておりました。具体的に何をどのようにしていこうと、こういうお考えでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 先日のタウンミーティングでございますけれども、さまざまな御意見、それから

御要望といったものをいただいております。それらにつきましては、私ども担当しております高齢介護課にお

いてできるものということで、そういったものについては検討、研究をしているというような状況でございま

す。具体的なものということで、そういった検討をしていく中で、今上がっていますのは普及推進員ですとか、

それから介護予防リーダー、それぞれの代表の方々との意見の交換を行えるような、そういう場を設けていけ

ればというふうに考えているところでございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） ありがとうございます。 

  この４月から、市内の体育施設に関しましては、ロンドスポーツが指定管理者となります。御存じのとおり

ロンドのスタッフというのは、体を動かすことの専門家であるわけですから、そういった方々と連携をしなが

ら、さまざまな場と機会を活用して認知度を高め、参加者の輪を広げていくといった施策は考えておりますで

しょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 今御質問者からございました体育施設の指定管理者でありますロンドとの連携に

よる体操の普及ということについてでございますけれども、担当部ともその辺は調整しながら、今後どのよう

な連携を図ることができるのか、またどのようにすれば指定管理者が保有してます専門的なノウハウ、こうい

ったものを活用していけるのか、そういったものも含めて研究、検討してまいりたいというふうに考えており

ます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 先日、複数の推進員の方々とお話しする機会があったんですが、やはり市からやれや

れというふうに言われてる割には、拘束が多く支援が少ないという意見がやっぱり出されました。このままで

いくと、推進員としてのモチベーションを維持することが難しくなるという意見も出されたんですが、こうい

った声に対して市はどの程度認識し、どういう対応をとっているのか、また今後とっていこうとしているのか、

そのあたりをお聞かせいただければと思います。 
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○福祉部参事（広沢光政君） 体操普及推進員の方々につきましては、例えば本年度でいたしますとイベント等

で、そういった発表に年間５回ほどの御協力をいただくことになっております。その際、１回当たりの協力人

数というのが10人から15人ぐらい、時間にしますと１時間程度となっております。それから、毎月１回、市役

所中庭で行っております元気ゆうゆう体操in市役所中庭におきましては、市内19カ所にある体操自主グループ、

それごとに順番で、そちらのほうを担当していただいているというところでございます。 

  それとあと、先ほどお話ししました東京都健康長寿医療センター研究所との共同研究、これに関連した体力

測定会というのがございますけども、年間12回、１回につき二、三時間で15人ほどの方にお願いをしておりま

す。それから、それ以外で普及推進員の連絡会といったものを年に４回開催してございます。こういったもの

につきましては、任意の出席でお願いしているところでございますけども、また御協力いただける範囲での活

動をお願いしているというところでございますが、今お話がありましたが、そういったものが拘束感や負担感

を生じさしているということにつきましては、大変恐縮ですが私どものほうとしては認識できておりませんで

したので、今後その協力依頼等を行う場合には、特にその御負担のない範囲の協力という部分を明確にした上

で、依頼をしてまいりたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 東大和元気ゆうゆう体操の普及には、普及推進員のモチベーションを高め、活動を広

げていっていただく必要が多分にあるというふうに考えます。市長答弁の中でも、体操普及推進員の皆さんが

継続的に活動できるよう、一層の支援に取り組むというふうに言われております。普及推進員の励みとなるよ

うな支援として、現時点で具体的にどのような施策をお考えでしょうか。また、ボランティアといいましても、

その活動に対して最低限の交通費や弁当代といったような、そういった費用の支給があってもよいのではない

かというふうに思うのですが、そのあたり御検討いただくということは可能なのかどうか、お聞かせください。 

○福祉部参事（広沢光政君） 体操普及推進員の方々への支援の関係でございますけれども、現在その活動の支

援としましては、ＣＤプレーヤーですか、そういったものですとか充電池、それから充電器、こういった消耗

品の提供、それからそのグループの方々が発行いたします発行物の印刷等、そういったものを行っているとこ

ろでございます。これらにつきましては、今後も継続して支援してまいりたいと考えているところでございま

す。 

  交通費、それからお弁当代といった費用の支給についてでございますけれども、市としましては、原則とし

てそういった支給は行っていないというのが現状でございます。ただ、体操普及推進員の方々が果たしており

ます役割とか、それから活動などを考えますと、どのような場合に、どのようなケースで支給することができ

るか。それからお弁当代につきましては、市のほうの予算から支給することができるのかということなども含

めまして、今後研究してまいりたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） ぜひ、そういったことを御検討いただければと思います。お金が全てではありません

けれども、やはりそのモチベーションを維持するための一つの手段として、有効なものであるというふうには

考える次第です。 

  普及推進員の皆さんが一番苦労されているのが、場所の確保であるというふうに言われます。教育委員会の

ほうで発行している、この学びあいガイド、これを見ますといろいろな団体が公共施設を目いっぱい押さえて

いるような感じがいたします。全ての団体がその時間帯をフルに使っているわけではないと思います。東大和
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元気ゆうゆう体操の所要時間はわずか30分なわけです。そのために午前、午後、夜間の時間帯を押さえるとい

うのは、施設が使われない全く無駄な時間帯をつくり出すことにもなりますので、それも無意味だと思います

が、ついてはそういった押さえられている会場の中で、30分という時間を各団体との間で融通し合うというよ

うなことはできないのか、そういうことを体操普及のために市の支援としてお願いすることができないのか、

そのあたりのお考えを聞かせていただけますでしょうか。 

○福祉部参事（広沢光政君） 市内の公共施設、これにつきましては同じように各種団体ですとかサークル、そ

れからサロン活動、こういったさまざまな活動で活発に使われているということでございまして、体操自主グ

ループを初め公共施設を使用されている全ての方々におきましては、場所の確保ということでは大変な思いを

されているというふうには認識しているところでございます。こうした中で、公共施設を利用する団体等によ

っては、今御質問者がお話ありましたように、空き時間が生ずるということも十分考えられるというふうに認

識しております。この場合、基本的には使用されている団体と、団体間での個別の話し合い、そういったもの

を行った上で調整していくということが原則だというふうには考えております。東大和元気ゆうゆう体操を推

進していく上では、こうした空き時間、こういったことの活用も十分できれば一番いいというふうには考えて

ございますので、そういったものが活用できるのか、そういった可能性について、所管する担当部署とも話し

合いながら研究をしてまいりたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） ぜひ、お願いしたいと思います。 

  元気ゆうゆう体操の普及、高齢介護課だけで行うのではなく、全庁的に横の連携を持って広く、そして深く、

強く進めていただきたいと思います。今後さらに高齢化が進んでいく中で、高齢者にはいつまでも元気で自立

した生活を送れるような環境を整備するということは、行政の極めて重要な責務であると考えます。東大和元

気ゆうゆう体操は、高齢者の介護予防の手法として極めて有効な運動であるというふうに思っています。私も

時間の許す限りではありますが、現在、週に５回、４カ所の会場で参加をさせていただいておりますが、参加

されている方々は皆、笑顔で生き生きとされております。この東大和元気ゆうゆう体操こそ、東大和市がほか

に誇れる究極の高齢者福祉の姿であると言っても過言ではないと確信しております。そういったすばらしい介

護予防の取り組み、体操の普及を担う推進員の方々が、高い意識とモチベーションを維持しながら、やりがい

を持って活動をしていけるような環境の整備と支援を行っていただけるよう要望して、最初の質問を終わりに

したいと思います。 

  ２つ目の質問は、市内の空き家についてであります。 

  まず、空き家の定義について教えてください。 

○総務部参事（鈴木俊雄君） 空き家の定義でございますが、空き家の定義は４種類に分類されてございます。

まず第１に、賃貸用の住宅につきましては、新築、中古を問わず賃貸のために空き家になってるものでござい

ます。第２に、売却用の住宅についてでございますが、こちらにつきましては新築、中古を問わず、売却のた

めに空き家になってる住宅でございます。第３に、別荘等の住宅でございます。こちらにつきましては、週末

や休暇時に避暑、保養などの目的で使用されている住宅でございますが、ふだんは人が住んでいない住宅でご

ざいます。第４に、人が住んでいない住宅で、例えば転勤とか入院などのために、居住世帯が長期にわたって

不在の住宅や、また建て替えなどのために取り壊すことになっている住宅でございます。以上、４種類に分類

されてございます。 
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  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） ありがとうございます。 

  その定義の４番目ですが、人が住んでいない住宅。人が住んでいないということは、それまでは人が住んで

いたということなわけですから、そこに住んでいた方がよその土地、あるいは違う家に引っ越す。その際に、

その家を処分せずに空き家として残す理由としてはどのようなことが考えられるのでしょうか。 

○総務部参事（鈴木俊雄君） 家を処分しないで空き家として残す理由でございますが、まず第１に考えられま

すのは、土地、家屋を処分するために家を取り壊して更地にするためには、取り壊し費用がかかるということ

でございます。また、住んでいた家が傷んでいない状態であれば、中古住宅として売買することができるため

に、一般的には土地、家屋を一緒に不動産業者さんに売られており、新しい入居者が決まるまでは空き家の状

態となります。第２に、その家を処分しないで残しておいて、資産として保有することがございます。家屋を

残しておけば、居住用の住宅用地ということで、土地の固定資産税が６分の１に軽減されるということもござ

いますので、古い住宅につきましてはそのままにしておくことがございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 空き家といいましても、持ち主によってしっかりと管理されており、現時点で人が住

んでいないだけという状況のものから、持ち主と連絡もとれずに管理もされていないようなものまでさまざま

あると思いますが、持ち主によってしっかりと管理され、いつでもその居住の用に供することのできる空き家、

持ち主を把握していて連絡はとれる状態にあるが管理が不十分な空き家、持ち主とも連絡がとれずに早急に対

処しないと問題が発生する危険のある空き家等々、それぞれカテゴリー別に市内に空き家がどのくらいあるの

か。不動産屋による売買、販売あるいは賃貸によって入居者募集中となっているものを除いて、市はどの程度

把握しておりますでしょうか。 

○総務部参事（鈴木俊雄君） 空き家の状況でございますが、平成25年の総務省の住宅・土地統計調査では、全

国の空き家数におきましては820万戸で、空き家率が13.5％となってございます。また、東大和市の空き家の

件数でございますが、総数では3,840戸、うち専用住宅につきましては3,760戸、また店舗、その他の併用住宅

80戸となってございます。こちらは統計によるもので、マンションやアパートの部屋や戸建ての住宅を合計し

たものでございます。 

  次に、防災安全課で確認してございます適正に管理されていない空き家につきましては、平成26年度では戸

建て住宅といたしまして16戸、その他３戸の合計19戸でございます。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） その他３戸というのは、どういうお家なんでしょうか。 

○総務部参事（鈴木俊雄君） アパート等でございます。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） 先ほどの御答弁の中で、管理不十分な空き家がふえることでの問題点を４つほど挙げ

ていただきました。景観上の問題というものがあると思うんですが、それは具体的にどのような問題であって、

どういったデメリットが発生するというふうに考えているんでしょうか。 

○総務部参事（鈴木俊雄君） 管理不十分の空き家がふえることでの問題といたしまして、景観上の問題を挙げ

ました。住環境の評価につきましては、安全で安心して住めるまちであるかどうかが鍵を握ってございます。

道路環境の整備はもとより、住宅用地が台地であるとか、急傾斜地であるとかによりましても違ってございま
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す。管理不十分な空き家であることで、まちの景観を損なうデメリットでございますが、閑静な住宅地と比べ

ますと、そのような管理のされていない空き家があることで、住宅地の活気といいますか、勢いが失われるお

それがございます。また、それに付随するものといたしまして、空き家が放置されることで犯罪や放火の原因

となる問題も含んでございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） ありがとうございます。 

  実際に市内の空き家で、こういった４つの点に関連した問題が現実に発生したということはあるのでしょう

か。 

○総務部参事（鈴木俊雄君） 市内の空き家に対する対応についてでございますが、平成26年は19件、対応いた

しました。内訳といたしまして、雑草の繁茂が８件、蜂や鳥の巣等におきましての件数が４件、屋根瓦等の関

係が３件、樹木の繁茂が２件、あと給湯器の水漏れ等が２件でございます。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） 例えば今挙げられた19件ですが、その雑草の除去、あるいは蜂の巣の撤去等々ですね、

そういった発生した問題を解決するために年間どのくらいの費用が使われているんでしょうか。 

○総務部参事（鈴木俊雄君） 防犯上の観点から、雑草の除去につきましては、土地の所有者からの依頼により

まして実施してございます。市では、現地調査を実施いたしまして、土地所有者に適正な管理をお願いしてい

るところでございますが、所有者御本人が雑草の除去ができないような場合につきましては、あらかじめ市に

雑草の除去費用を振り込んでいただきまして、その納付が確認できた段階で、その物件につきまして市が雑草

の除去を実施したものでございます。平成26年度は16件で45万7,425円、また平成25年度につきましては20件

で42万7,476円の支出をしておりますが、所有者が負担していただいているために、実質的に公費の支出では

支出はしておりません。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） ありがとうございます。 

  公費の支出がないということで、これはある意味、持ち主が負担をするということは当たり前のことですの

で、市として、行政として適切に対応されているというふうに理解をいたします。 

  不動産屋さんが管理している販売用、賃貸用の物件を除いて、空き家の数というのは、将来的にどのように

なっていくものと推測されるでしょうか。推計値等があれば、あわせて教えてください。また、そのことにつ

いて市はどのように評価というか、お考えをお持ちでしょうか。 

○総務部参事（鈴木俊雄君） 先ほど申し上げましたが、平成25年の総務省の住宅統計調査では、全国の空き家

の数につきましては820万戸で、空き家率が13.5％でありましたが、空き家数の現状といたしましては、調査

のたびに増加してございます。平成５年が448万戸でございました。平成25年では820万戸と、この20年間にお

きまして1.8倍になってございます。また、空き家率で見ますと、平成５年に9.8％であったものが、平成10年

に１割を超えまして11.5％となりました。また25年では13.5％と、一貫して上昇を続けております。このこと

から、少子高齢化のことから、今後も増加していくものと考えてございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 今おっしゃられた数値というのは、全国の数字であるというふうに理解をいたします。

全国というのは、やはりその農村部、過疎化が進んでいる農村部ですとか、山間部、あるいは公共交通の便の
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非常に悪い地域等々も含めてのことだと思いますので、それが東大和市にぴったりと当てはまるかどうかとい

うことについては、ちょっと疑問かなというふうに思うんですが、東大和市についての推計値ですとか、そう

いったものはお持ちではないんでしょうか。 

○総務部参事（鈴木俊雄君） 先ほど申し上げました総務省の調査でございますが、こちらの推計値とほとんど

同様なものでございます。戸建てとアパートの件数でございますが、入居されてない方の空室も含めた件数に

なってございますので、純然たる人が住んでない空き家ということでいきますと、こういうふうな状況で10％

を超えてるということでございます。 

  以上でございます。 

○総務部長（北田和雄君） 東大和市の空き家の今後の動向ということなんですが、なかなかこれは推計するの

は難しい状況でございます。空き家もいろいろございまして、不動産屋が管理している入居待ちの空き家から、

今問題になっております適正な管理のされてない空き家というのもありまして、問題になってる適正な管理が

されてない空き家が今後どういう状況で推移していくかというのは、なかなかこれは判断する手段がありませ

んので推計等はできません。ただ、社会的要因から考えまして、ふえるだろうというふうには考えてます。そ

の要因といいますのは、１点目は少子高齢化ですね。それから、２点目が核家族化です。この２つが相まって

ふえていくだろうというふうには考えられます。 

  具体的に言いますと、親の世代なんですね。仮に東大和市に住宅を購入して、そこに居を構えたと。子供が

できて生活をしていくと。子供が成人をして大きくなると、仕事ですとかいろんなことがあって別の場所に引

っ越していくと。親が残って東大和市で生活を続けていきますが、親が高齢化したりして亡くなった場合など

に、その子供たちがこちらに戻ってくればそれが空き家にならないんですけども、生活の基盤をもう既にほか

で築いてるケースが多いですから、なかなか戻ってくるということもないと。そうしますと、その東大和市に

あった親の家を処分するなりしていただければ空き家にならないんですが、なかなかそれができないと空き家

という状態になってくるということは考えられますので、これは日本全体の社会的な動向として、少子高齢化、

それから核家族化、これが進行している中ではふえていかざるを得ないんじゃないかということで考えていま

す。東大和市も、これに当てはまってくるんではないかというのが今の認識です。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） ありがとうございます。 

  全国的な問題ですので、時期の早い、遅いというものはあるにしても、当然東大和市も例外にはならないと

いうふうに理解はしているところであります。空き家がふえていくということは、好ましいことではないとい

うふうに理解をしているわけですが、そういった空き家をふやさないようにしていくために、市として何か具

体的な措置を講じているというようなことはあるんでしょうか。 

○総務部参事（鈴木俊雄君） 現在のところ具体的な措置はしておりませんが、市民の皆様からの通報によりま

して、適正に管理されていない家屋等につきまして現地調査を実施いたしまして、所有者に対しましては雑草

の除去や土地、家屋の適正な管理につきまして、理解を求めてまいりたいというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 全国的にその空き家の数がふえているという状況の中で、逆転の発想ということにな

るかもしれませんが、空き家というものを一つの資源として有効活用を考えることができないのかどうかとい

うところであります。商店街の空き店舗の活用については、過去から数名の方々が質問をされておりますが、
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空き家の活用について、こちらについては市として御検討をされたことはありますでしょうか。 

○総務部参事（鈴木俊雄君） 空き家につきましては、個人の所有物でございますので、所有者の意向もありま

すことから、積極的な空き家の活用につきまして検討したことはございません。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 確かに個人の所有物になるわけですが、この自治体が私物である空き家を管理しよう

というときに発生する問題点、あるいは解消しなければならない課題としてはどのようなものがあるんでしょ

うか。 

○総務部参事（鈴木俊雄君） 市が空き家を管理しようとする場合、その問題点でございますが、まず所有権の

問題がございます。市内におきましては、高齢化や相続の理由で管理不十分のまま放置された空き家が存在し

ておりますが、その住宅をどう活用するか、またどう管理していくかにつきましては、所有者自身の考えによ

るものであります。 

  ということで、以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 空き家につきましては、それぞれの家庭の事情があって、問題解決というのは非常に

難しいものがあると思います。以前に市民の方から、自分の住んでいる地域に気軽に利用できる集会所のよう

なものがないので、空き家を借りるようなことはできないかというような質問を受けたことがあるのですが、

例えば地域コミュニティーの場として、何らかの理由で空き家となってしまった家を借り受けて提供する、そ

ういったことですね、家というのは使わないと老朽化が進んで傷んできます。まあ使ってもそうなんですけれ

ども、使わないと余計に傷みが進むということで、持ち主に対しては市でしっかりと管理をし、返すときには

もとの状態に復元して返すかわりに、一般的な賃貸よりも安い賃料で貸してもらうというような、そういった

活用の仕方というのは今後考えることはできないでしょうか。 

○総務部長（北田和雄君） 空き家を公共施設として借り上げて活用するという内容だと思いますけども、仮に

集会所などとして活用を考えた場合、もともとは個人の住宅ですから、多くの人が集まるような施設の構造に

はなっておりませんので、その辺の構造上の問題ですとか安全性の問題、その辺をやはり検討しなきゃいけな

いかなというふうには思います。それと、また住宅密集地などにあった場合は、公共施設になった場合、人が

集まってきますので、駐車場や駐輪場の問題もついて回ってきます。それから、人が集まることによる音の問

題も出てきますので、近隣との関係がどうなるのか、その辺をやはりよく検討しなきゃいけないと思います。

そのほか幾つか課題もあるかと思いますので、そういった課題を検討しながら、今後、調査研究をしていきた

いというふうには考えています。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） ありがとうございます。 

  非常に難しい問題だと思います。一朝一夕に実現するとは思っておりませんが、そういった利用方法、可能

性という形で今後の検討を進めていただければと思います。 

  以上で、２つ目の質問を終了いたします。 

○議長（尾崎信夫君） ここで午後１時半まで休憩いたします。 

午前１１時４６分 休憩 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午後 １時２９分 開議 
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○議長（尾崎信夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○１０番（根岸聡彦君） それでは、３番目の質問に入らさせていただきます。 

  モニュメントについてでありますが、市内に27あるモニュメントの制作費用についてお伺いいたします。 

○都市計画課長（神山 尚君） モニュメントの制作費でございますが、27体合計で約１億8,000万円余りでご

ざいます。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） モニュメントの制作に当たっては、一定の補助が出ていたと伺っておりますが、どこ

から、どのような名目で、どのくらいの補助が出ていたのでしょうか。また、その補助金部分を除いて公費で

支出した金額、市で負担した金額というのはどのくらいなのでしょうか。 

○都市計画課長（神山 尚君） モニュメントの制作に当たりましては、東京都が実施いたしました市町村活性

化事業の交付金を受けまして、ふるさとふれあい振興事業として設置しております。事業を始めました当初の

補助率でございますが、80％でございます。したがいまして、市の負担は20％ということになります。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） その補助金を使ってモニュメントを設置しようとしたのは、どのような理由からだっ

たのでしょうか。大分前の話になりますので、わからない部分あるかもしれませんが、その目的や期待してい

た効果など、わかる範囲で教えてください。 

○都市建設部長（内藤峰雄君） ただいま都市計画課長から御答弁いたしましたけれども、東京都の補助率の高

い事業を充てたということがございまして、市の負担を抑えた中で、都市景観はもとよりモニュメントの設置

を通じまして、地域の歴史、風土を理解し、郷土愛を育むことといったような効果を期待しての事業だったと

いうふうに考えております。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 地域に根差した民話、伝承、歴史、事物を題材にしているという御答弁をいただきま

した。27体のうち25体は、東大和よもやま話からきているようですが、その東大和のよもやま話を題材にした

経緯というものは、把握をされておりますでしょうか。また、残りの２つですが、「鳥と子供たち」、これは

平成８年３月の設置で最も新しいもの、もう一つが「啓示」というタイトルだったと思いますが、そういった、

その２体についての設置については、その経緯はいかがでしょうか。 

○都市建設部長（内藤峰雄君） 都市景観の形成を図る目的で、美術工芸品を市内各地に配置したものでござい

ますが、個々の美術工芸品について芸術性を追求することだけではなく、市民の皆様が身近に感じて親しめる

よう、その題材を地域に根差した民話、伝承、歴史等に求めたものというふうに認識しております。その中に

ありましても、ただいま御指摘がございました東大和市駅前に設置いたしました「鳥と子供たち」と市役所敷

地内の「啓示」につきましては、多くの方が行き交う場所であるといったようなことから、平和で健全な未来

を願うことや、希望という芽が前進の原動力とするような願いを込めた作品の設置となったものと思われます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 27体のモニュメントで、多摩湖に新しくできた「水の精」を入れると28体になるわけ

ですが、市民からはどの程度認知されているのでしょうか。 

○都市計画課長（神山 尚君） 市では、ホームページへの掲載や、モニュメントマップの配布によりまして、

美術工芸品と地域の伝承の紹介を行うとともに、ウォーキングマップにコース上のモニュメントを紹介し、市
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内外の方々への周知にも努めております。また、市の魅力を発見するため、第３回東大和まちフォトコンテス

トにおきましても、「水の精」と多摩湖を題材といたしました作品が最優秀賞に選定されたことなどを考えま

すと、市の歴史を伝えるもの、景観を創出するものとして寄与しているものと考えてございます。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） 確かに今回のまちフォトコンテストにおいて、「水の精」の写真が最優秀賞に選定さ

れておりましたが、ほかのモニュメントが題材になったものは一切上がっていないと思います。そのことにつ

いては、どのように評価しているんでしょうか。 

○都市計画課長（神山 尚君） フォトコンテストといいますと、被写体といたしましては、風景や自然、そし

て人物などが中心になってくるんではないかと考えております。そういった中で、二ツ池公園に設置してござ

います「ごはん塚」、こちらを被写体とした「ごはん塚の秋」という作品が、第２回まちフォトコンテストの

入選作品となってございます。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） わかりました。 

  先ほどの市長答弁の中で、現時点の活用状況については、市民の皆様にモニュメントに親しんでいただくた

めに、モニュメントマップを作成したということですが、市民が親しんでいるのかという点については、いか

がお考えでしょうか。 

○都市計画課長（神山 尚君） モニュメントマップの配布状況でございますが、おおむね年間1,000枚程度の

配布となってございます。また、都市計画課において作成、配布しておりますウォーキングマップ、こちらの

中でもモニュメントの御紹介をしておりますので、散策を楽しまれる皆様にも親しんでいただいているんでは

ないかと、このように考えております。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） 先ほどのそのモニュメントの制作費用、１億8,000万円だったということですが、そ

の制作費用と照らし合わせて、費用対効果の点でどのように評価をされておりますでしょうか。 

○都市計画課長（神山 尚君） モニュメントは、一度設置いたしますと、適正な維持管理のもと、世代を超え

て将来にわたり効果が期待できるものでございます。また、モニュメントの効果を数値することも、これはな

かなか難しいものがあります。このようなことを考えますと、費用対効果の観点からの評価にはなじみません

が、長いスパンで広く市民の皆様に親しんでいただけるものであり、そのような観点から評価できるものと考

えてございます。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） モニュメントがある光景というものは、市はどのように考えているのでしょうか。 

○都市計画課長（神山 尚君） モニュメントのある光景でございますけれど、モニュメント、景観という観点

からの設置もしてございます。そういった意味で、地域に溶け込んで、その景観の向上のために資するものと

考えてございます。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） モニュメントを活用し、市全体をネットワーク化するという答弁がありましたが、こ

れは具体的にどういうことを意味しているのでしょうか。 

○都市計画課長（神山 尚君） モニュメント27体が市内随所に配置されてございますが、これらをばらばらに
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考えるのではなく、イメージといたしまして、27体を結びつけることにより、市全体を一つの美術館のように

捉える。そういった理念を掲げまして、個性豊かなふるさとの創出を目指す。そういったことでございます。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） ネットワーク化をすることで、個性豊かなふるさとの創出を目指すということですが、

個性豊かなふるさとが創出されるとどうなるんでしょうか。言いかえれば、市にとって、また市民にとってど

のようなメリットがあるのでしょうか。 

○都市計画課長（神山 尚君） その土地ならではの風景や文化を創出することによりまして、人々がその地域

に誇りと愛着を持ち、そうなることによって地域の人々が生き生きとなり、地域の活性化につながっていくの

ではないかと考えてございます。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） モニュメントの活用についてですが、将来に向かっての方向性のお考えを伺いたいと

思います。 

○都市計画課長（神山 尚君） モニュメントの活用については、景観形成や個性豊かで文化の薫りのするまち

づくり、さらには郷土愛の醸成などにおいて既に活用が図られておるところでございます。将来に向かいまし

て、その活用といたしましては、学校教育や社会教育の場面での活用やイベントなど、観光的な活用などが考

えられると考えております。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） その具体的な活用方法としては、ウォーキングイベントでの活用ということがメイン

になるのかなというふうなことも考えられるんですが、市としてはどのようにしていきたいとお考えでしょう

か。 

○市民部副参事（小川 泉君） ウォーキングイベント等での活用についてでありますが、当市におきましては

魅力を再発見、再発掘し、市内外に発信していく事業の一つといたしまして、観光ガイド養成講座を実施して

きております。来週末の３月７日、土曜日には「ひなまつりと旧道をめぐる」と題し、養成講座の受講者が発

足させました観光ガイドの会との連携によるガイドツアーを開催するところでございます。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） モニュメントは、市内全域にわたって設置をされております。そのモニュメントを見

て回るだけでなく、それにちなんだグッズですとかお菓子を開発して、そういったモニュメントの近くで地域

の商店に販売をしてもらうといったような、地域の産業の活性化につながるような企画をしていただきたいと

思うんですが、いかがでしょうか。 

○市民部長（関田守男君） 市内にありますモニュメントにつきましては、27体ございますけども、貴重な観光

資源ということを認識してるところでありますけども、また今御指摘のように、この商店街等の連携というこ

とで地域の活性化も図られていくと、そんな認識でございます。そうした中で、御提案のありましたモニュメ

ントにちなんだ商品の開発というようなことでございますけども、いわゆる観光のインフラ整備という視点で

は、ユニークな取り組みであるというふうに認識しております。今後はその関係部署と連携しながら、研究し

てまいりたい思います。 

  以上です。 

○１０番（根岸聡彦君） ぜひ、お願いしたいと思います。 
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  また、そういった企画のアイデアを広く市民や外部の方々に求めて、モニュメントを活用したイベントアイ

デアの発表会とか、そういうものを企画してもおもしろいのではないかなというふうに思うのですが、そうい

った考えはお持ちでしょうか。 

○産業振興課長（乙幡正喜君） 企画アイデアの募集や、その発表会などといった取り組みについてでございま

すが、平成25年の２月に「観光事業に期待すること」と題しまして、２回のタウンミーティングを実施した経

緯がございます。また、平成24年度、25年度には都の観光アドバイザー派遣事業を活用いたしまして、市民の

方々を交えて観光まちづくりといったテーマのミーティングを年間10回ほど開催いたしました。企画アイデア

の募集につきましては、市民総出で市の観光事業を盛り上げていただいたり、機運醸成に結びつけていくには

効果的な取り組みであると考えております。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） ありがとうございます。 

  イベントとして、例えばということですが、自転車を利用する人たち、あるいは自分の足で回る人たちにグ

ループ分けをして、市役所や駅をスタート地点にして、その回る経路は自由で、27体のモニュメントを全て早

く回り切るような競争と、そんな企画をしたり、モニュメントに関連した謎を解きながら宝探しをしたりとい

った企画もあるのではないかと思います。もちろんその参加者には、市内全域を回ってもらうというリスクが

伴うことも事実としてあるのですが、そういった企画をまずは集めて、実施に向けた検討を進めていただきた

いと考えますが、いかがでしょうか。 

○市民部副参事（小川 泉君） モニュメントを活用いたしましたイベント等についてでありますが、ウォーキ

ングイベント等の取り組みのほか、市にまつわりますよもやま話との関連を生かしまして、それをヒントにま

ち歩きを楽しむといったファミリーで楽しめる謎解きゲームなど、さまざまな発想が考えられます。観光を活

用して市民生活が豊かになる産業の振興を図る上におきましては、話題となるユニークな発想が重要であると

捉えております。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） 東大和のよもやま話は、もっとたくさんの物語から構成されていたと思いましたが、

今後このようなモニュメントを制作、設置するお考えはあるのでしょうか。 

○都市建設部長（内藤峰雄君） 景観形成事業といたしまして、モニュメントの設置につきましては、平成７年

度をもって完了しております。今後は市内にほどよく配置されておりますモニュメントを、景観資源とともに

市民の皆様の地域への愛着心や郷土愛を育むものとして、さらに観光資源といたしまして適切に維持し、活用

していくことが大切と考えております。 

  以上でございます。 

○１０番（根岸聡彦君） ありがとうございます。 

  今から新しいモニュメントをふやしていくというのは、例えばそれが何百、何千という数をつくって、市内

のあちこちに置いて、東大和をモニュメントのまちとして日本全国、あるいは全世界に向けて発信していくと

いう発想はおもしろい部分はあるかもしれないんですが、費用ですとか労力、効果の点からも現実的ではない

ということは十分認識いたします。要は今あるもの、現時点で十分に使い切れていないものを、どうすれば役

に立てることができるのか、頭を使って知恵を出す、すなわちお金を使わずに有効活用する方法はないのか、

さらにそこからお金を生み出すような活用方法はないのか、そういった知恵を絞ることが肝要であると考えま
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す。そのためのアイデアを広く市民に求め、協力体制をつくり上げていき、市長が常日ごろから言われており

ます協働というところに発展していくことを願って、今回の私の一般質問を終了さしていただきます。 

  ありがとうございました。 

○議長（尾崎信夫君） 以上で、根岸聡彦議員の一般質問は終了いたしました。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◇ 床 鍋 義 博 君 

○議長（尾崎信夫君） 次に、21番、床鍋義博議員を指名いたします。 

〔２１番 床鍋義博君 登壇〕 

○２１番（床鍋義博君） 議席番号21番、やまとみどりの床鍋でございます。通告に基づきまして、一般質問を

させていただきます。 

  １番目として、ごみ行政についてです。 

  ①３市共同資源化事業基本構想及び今後の予定について。 

  ②焼却炉、不燃粗大ごみ処理施設の現状と今後について。 

  ③リサイクルについての市の基本姿勢について。 

  大きい項目の２番目として、中小企業大学校の活用について。 

  ①として、市のイベントの開催について。 

  ②として、市民及び市内団体の利用について。 

  大きい項目の３番として、図書館の運営について。 

  ①として、図書館の開館日数、時間の延長について。 

  ②レファレンス室の利用拡大について。 

  大きい項目の４番目について、東大和市ふれあい広場などについて。 

  ①玉川上水駅商業施設内に設置された東大和市ふれあい広場に関しての公募の状況と今後の募集、運営につ

いて。 

  ②として、東大和市駅前の情報コーナーの運営について。 

  この場での質問は以上とし、再質問につきましては御答弁を踏まえて自席にてさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

〔２１番 床鍋義博君 降壇〕 

〔市 長 尾崎保夫君 登壇〕 

○市長（尾崎保夫君） 初めに、３市共同資源化事業基本構想と今後の予定についてでありますが、３市共同資

源化事業基本構想では、生活環境影響調査について、平成27年度からの実施を予定しておりましたが、施設整

備地域連絡協議会との調整が進んできたことから、平成27年２月18日に開催された小平・村山・大和衛生組合

議会において補正予算が議決され、今後、事務が進められるところであります。今後につきましても、施設整

備地域連絡協議会を初め、市民の皆様の理解を得るために、引き続き４団体で一致して取り組んでまいりたい

と考えております。 

  次に、ごみ焼却施設及び不燃・粗大ごみ処理施設の現状と今後についてでありますが、ごみ焼却施設につき

ましては、３市共同資源物処理施設の整備及び粗大ごみ処理施設の更新事業と連携し、小平・村山・大和衛生

組合において、今後の更新の方向を取りまとめた提案図書の作成に着手しております。また、不燃・粗大ごみ
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処理施設につきましては、平成27年度に（仮称）不燃・粗大ごみ処理施設整備基本計画の策定を予定しており

ます。 

  次に、リサイクルについての市の基本的な考え方についてでありますが、廃棄物のリサイクルにつきまして

は、環境への負荷をできるだけ低減し、持続的発展が可能な循環型社会を構築することが求められます。した

がいまして、資源物のリサイクルにつきましては、生産、流通の段階にまでさかのぼり、製造事業者等に一定

の役割を果たしてもらう拡大生産者責任のもと、適正に実施されるよう対応してまいりたいと考えております。 

  次に、中小企業大学校を活用した市のイベントの開催についてでありますが、現在、市ではさまざまな分野

で市民の皆様とともに取り組むイベントを実施しております。イベントの形態により、市が主催するもの、市

民や市民団体、実行委員会等と連携して実施するものがございます。平成27年度の東大和市産業まつりにつき

ましては、産業まつり実行委員会において、中小企業大学校での開催が決定いたしました。また、平成27年３

月より創業希望者の支援を行うため、中小企業大学校と連携して東大和創業塾を開催いたします。 

  次に、市民及び市内団体の利用についてでありますが、現在、中小企業大学校では、創業に関心のある方や

創業を目指している方を対象に、創業セミナーが開催されております。また、地域に在住の主婦、サラリーマ

ン、学生や地域で働く方を対象に、東京校の活用方法を考えるワークショップが開催されております。これら

の事業に市民の皆様が参加することは可能ですが、大学校の設置の趣旨から、市民の皆様や市民団体の方が大

学校の事業以外に大学校の施設を利用するのは困難であると伺っております。 

  次に、図書館の運営についてでありますが、図書館３館の運営につきましては、市民の皆様から開館日の増

を初め、さまざまな御意見をいただいているところであります。今後もより多くの市民の皆様に御利用いただ

けるよう、利便性の向上に努めてまいりたいと考えております。なお、詳細につきましては、教育委員会から

説明をお願いします。 

  次に、東大和市ふれあい広場の公募の状況と今後の募集及び運営についてでありますが、ふれあい広場につ

きましては、市の情報発信などの設置目的の範囲内で、さまざまな活用についての提案を期待して、平成27年

４月１日から平成28年３月31日までの間の運営者の公募を行ったところでありますが、残念ながら応募者はご

ざいませんでした。今後につきましては、今回の募集の課題等を踏まえ、再度、運営者を公募することにつき

まして検討してまいります。また、この間の運営につきましては、委託によりまして施設管理を行う予定とし

ております。 

  次に、東大和市駅前の情報コーナーの運営についてでありますが、駅前の情報コーナーは、東大和市行政コ

ーナー・警察官立寄所として、平成10年６月24日、西武鉄道と賃貸借契約を締結し、同年７月15日から運営し

ております。開所は、土・日曜日、祝日を除く平日の午前８時から午後８時までであります。開錠、施錠につ

きましては、ＢＩＧＢＯＸへ委託しております。行政コーナーへは市の刊行物を配置するとともに、図書館の

返却ポストも設置しております。警察官立寄所としては、警察官が１日１回以上、立ち寄っております。また、

東大和市防犯協会が防犯見守り活動の拠点として、週３回の東大和市駅前の防犯パトロールを実施しておりま

す。 

  以上です。 

〔市 長 尾崎保夫君 降壇〕 

○教育長（真如昌美君） それでは、図書館の運営について、１点目の開館日数の増及び時間の延長について御

説明をいたします。 
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  まず、図書館の開館日数ですが、平成25年度の実績で、中央図書館は275日、桜が丘図書館は279日、清原図

書館は238日となっております。休館日は、毎週火曜日、毎月第３木曜日、土曜、日曜以外の祝日、特別資料

整理期間及び年末年始となっております。また、清原図書館につきましては、加えて毎週月曜日も休館日とな

っております。開館日の増につきましては、御要望の多かった桜が丘図書館の月曜日開館について平成24年度

から実施し、多くの皆様に御利用をいただいております。今後は清原図書館の月曜開館が課題であると認識し

ております。 

  また、図書館の開館時間は、午前10時から午後５時までとなっておりますが、中央図書館の１階部分は、水

曜、木曜、金曜日の３日間、午後７時まであいております。開館時間の延長につきましては、現在、夜間開館

を実施していない土曜、日曜、月曜日も実施してほしい、夜間開館を午後８時まで延長してほしい、桜が丘図

書館や清原図書館でも夜間開館を実施してほしいなどの御要望をいただいております。 

  このような開館日数の増や開館時間の延長につきましては、現在の職員体制と予算の増を伴わない形での実

施は困難であると考えております。 

  次に、２点目のレファレンス室の活用、利用拡大につきまして御説明をいたします。 

  レファレンス室は、その部屋にある辞書や事典類といった参考資料を使って調べものをする部屋で、現状で

は持ち込み資料のみでの御利用は御遠慮いただいております。しかし、レファレンス室の利用に関しましては、

さまざまな御要望をいただいておりますことから、限られたスペースを有効活用できるような、新たな利用ル

ールをつくれないか、引き続き研究しているところであります。 

  具体的には、ルールづくりの資料とするために、昨年の11月15日からレファレンス室の利用状況の調査をし

ております。２月12日までの４カ月間の調査結果を見ますと、１日平均14人の利用があり、その約３割が利用

時間１時間未満の短時間利用者でありました。しかし、逆に５時間以上の長時間利用者も２割程度いることか

ら、活用のルールの作成に当たっては、レファレンス室を本来の目的で利用する方の妨げにならないようにす

ることが重要であると考えます。現段階では、自習室等の持ち込み資料のみによる利用については、多くの方

に公平に使っていただくため、時間制限等を設ける必要があると考えております。レファレンス室本来の利用

者と自習等の利用者の双方が、レファレンス室を混乱なく快適に使っていただくために、どのようなルールが

必要となるか、引き続き研究を進めてまいります。 

  以上でございます。 

○２１番（床鍋義博君） 御答弁ありがとうございました。 

  それでは、順次再質問させていただきます。 

  まず、ごみ行政についてですが、先日、小平・村山・大和衛生組合において、今年度の補正予算が可決され

たということでしたが……。新年度ですね。この中で、３市共同資源物処理施設、いわゆる廃プラ処理施設で

すけれども、これに関する予算というのはどのような予算で幾らでしょうか。 

○ごみ対策課長（松本幹男君） 先日、行われました小平・村山・大和衛生組合議会での補正予算、こちらにつ

きましては、先ほど市長答弁からもございましたように、27年度から当初予定しておりました環境影響評価、

こちらの現況調査といたしまして、準備行為を兼ねまして今年度３月から実施できるように、補正予算という

形で２月18日に議決いただいたという状況でございます。 

  以上です。 

○環境部長（田口茂夫君） ちょっと補足をさしていただきますと、また平成27年度予算におきまして、先ほど
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課長からお話がありました生活環境調査の部分も引き続き行うということと、実施計画の作成についても委託

を行っていくというふうな説明をしているところでございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 金額については、今はわからないということでいいですね。 

  そういうことで、これはまた別途お聞きします。 

  予算を計上してるということは、もう施設連絡協議会ってつくって、今話し合ってますけれども、これはも

う建設は決まったということでどんどんどんどん進んでいるような印象を受けるんですが、そのような形にな

っている、実質、形になってると思うんですけども、そのあたり御見解いかがでしょうか。 

○環境部長（田口茂夫君） 基本的には、従前からお話をさしていただいてありますとおり、３市共同資源物処

理施設につきましては４団体で建設を進めるという形で事務のほうは進めてきております。しかしながら、そ

の事務の一環としまして、今回の生活影響調査なども進めていくわけでございますが、それとともに住民の皆

様から現在の生活における環境の状況等の御質問等にも、数字等においてお答えができていないということも

含めまして、特にこの生活影響調査につきましては、二面性を持って事業の執行をしていくというふうなこと

で、先般の衛生組合の会議でもお答えがされている状況でございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） もちろん住民の方に理解を得ていく努力を続ける中での影響調査ということは非常に

よくわかるんですけども、そのほかに実質的に物事が進んでいってるような印象を受けるんですけれども、例

えば建設に関しての交付金の申請でありますとか、そういったことを既に動いてるんではないかなといったと

ころがありますけれども、交付金の申請に関して今現在どのような状況でしょうか。 

○ごみ対策課長（松本幹男君） 国の交付金の事務でございますが、昨年の暮れに組合と４団体の連名で、地域

計画を東京都のほうへ提出したという状況でございます。具体的には、まだそちらのほうの受理等がなされて

いない状況ではありますが、今後、年度末にかけまして受理された段階では、ホームページ等に掲載され、そ

の内容も公に出てくるわけですが、まず今回の計画は全体概要ということで地域計画を出させていただいた、

そのような形になっております。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 今現在では地域計画を出しただけで、まだ受理はされてないって、受理はされてんで

すね。ただ、正式に受理をされたら─物理的な受理ですよ、物理的な受理はされてるわけですよね、当然。

だけども、決定がおりてないというか、そういうことはされてないという認識でよろしいですね。 

○環境部長（田口茂夫君） 今課長からお話がありましたとおり、また議員からお話がありましたとおり、提出

はされております。しかしながら、まだ正式な、正式なと言っていいかどうか、ちょっと何とも申し上げられ

ませんが、受理までいって、承認までいってないという状況でございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 私、結構この議会で、平成25年１月８日の小平市長、武蔵村山市長、東大和市長で交

わされた確認書について、何度かお話をさせていただいたことがあります。何度も繰り返しますけれども、

「４団体は、３市共同資源物処理施設を整備するに当たって、想定地周辺地域住民（以下「地域住民」とい

う。）の理解を得ることを前提とし、」というふうにありますね。私は何度も言って、その都度、御答弁では、

周辺住民の理解はまだ得たとは考えてないと御答弁をいただいてます。 
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  改めてお聞きしますけれども、再度、確認ですけれども、現段階で周辺住民ですね、地域住民の理解を得ら

れたというふうに思ってらっしゃいますでしょうか。 

○環境部長（田口茂夫君） 基本構想を策定する段階でもそうですけども、現段階でもまだ地域住民の皆様の理

解を得られたという状況にはなっていないというふうな認識を持っております。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） とするとね、これ長い間、ずっと住民の理解を得られていない。じゃ、今後について

ね、理解を得られる可能性というのはどのぐらい市は認識をされてますでしょうか。 

○環境部長（田口茂夫君） 地域連絡協議会などを設置し、地域住民の方々に理解を得るべく、４団体で一致団

結していろんなことをさせていただいております。最近では、たま広域の最終処分場への視察ですとか、川崎

にある民間施設の視察ですとか、化学物質の勉強会などもさせていただいてきております。そういったことで、

地域住民のみならず３市の住民全員が合意が得られるかということになりますと、大変難しい状況であるとい

うふうには思っておりますけども、引き続き地域住民の皆様を初め、理解を得るべく努力をしていきたいとい

うふうに考えております。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） ３市の住民が全員合意というふうに、私、言ってないので、地域住民って言ったので、

もちろん３市の住民、全員合意するというのはほぼあり得ないと思いますので、建設地周辺地域の住民の意向

が大切なんで、そこの理解を得ていくことが重要なんですよ。それを、「理解を得ることを前提とし、」とい

うふうに皆さんの文章の中でうたってるわけですから、それを続けていってほしいなというふうに、まず引き

続きそれはお願いをします。 

  現在の段階でも、地域住民の同意が得られてないというふうにお話をされております。しかしながら、計画

を進めるということは、明らかに無駄なお金をこれから使うんじゃないかなってすごい心配しています。これ

ね、よくこの文章の中で、時間的な制約があるとかいろいろ書いております。急いでる事業であっても、その

後の手続で地域住民の同意が得られる見通しが余りないようであれば、その手続的なものって無駄なんじゃな

いですか。将来的に、これやってる、何年もたって動いてない。動いてないというのは、地域住民の理解は進

んでないわけですよ。進んでないけれども、行政的な手続はどんどんどんどん進められているという、そうい

うどんどんどんどん乖離してるわけですよね。それをずっとやり続けていくんですか。今お話しされてる中で

も、今後、住民の同意って得られそうにないというふうに私は思います。何度もこの地域連絡協議会の傍聴に

ほとんど行ってますけれども、いつも議論はかみ合っていません。 

  今部長がおっしゃったように、いろいろ視察に行ってますよ。ただ、視察に行ったから理解したかというと、

決してそうではないというふうには私は思いますし、そう思います。そう見えます。そこのところが、ずっと

埋められないままでいろんなことをやったとしても、この事業って無理やりこのまま進めていくつもりなんで

すかね。いつの段階で地域住民の同意がちゃんと得られましたと、ここで発表される。この場じゃなくてもい

いですけれども、そういったことがなされるんでしょうか。それをなされないまま、どんどんどんどん進めて

いくことに非常に矛盾を感じるんですが、いかがでしょうか。 

○ごみ対策課長（松本幹男君） なかなか現在、毎月１回は協議会のほうで協議をさせていただいてる状況でご

ざいます。したがいまして、今すぐなかなか理解が得られたという形を申し上げられる状況ではないわけです

が、ただ先ほど議員のほうからございましたように、これだけ多くの税金を投じているものが、無駄にという
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部分があったわけですが、ただ今現在、近隣住民の理解が得られた状況ではありませんが、ただやはり私ども

生活していく上で日々出ます廃棄物、こちらをどのようにこれから先も処理をしていくか。そういったところ

で私ども行政と住民の方とが定期的に話をしていく、まあそういったことにおいては、これは決して今後先々

を考えた際に、それが決して無駄にはならないのではないかというふうに私どもは考えております。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 課長がおっしゃったように、地域住民と話を進めていくことというのは決して無駄で

はないんですよ。今後どういうふうにこのごみの処理の問題をどうしていくかということを話し合うためにも、

これ続けていかなきゃいけないんですね。しかしながら、前提として建設がありきで話するのと、今後のごみ

行政をどうするかという点で話し合うというのは全く違うんですよ。今、住民の人たちが、行政の側から見る

とかたくなに見えるかもしれない。そういうふうになってるのは、もう最初から結論が見えてるわけですよ、

これ絶対つくるんだなと。絶対つくるけれども、地域住民の理解を得ることというのを欠いてしまったがため

に、これ何らかの協議会みたいのをつくってガス抜きをしなきゃいけないんじゃないかなって、そういうふう

にも思われるわけですよ。そういうことを思って住民の人たちが参加してるものとね、本当に今後の将来をゼ

ロベースから考えて、どういうふうにしていきましょうかといったことを議論するのって、全然建設的な意見

が出るのと出ないのと違うと思うんですよ。ですから、そこが全く、スタート地点が違うんですね。 

  ですから、今課長がおっしゃったように、これは重要ですよ、話し合いは。だけれども、一つ言っておくの

は、建設が最初にありきで進めていく協議会というのは、ずっとこれ結論出ないですよ。このまま、毎月１回、

必ず地域連絡協議会の皆さん、出てます。先ほど別の議員が、ボランティアでやると弁当も出ないのかみたい

な話が出ましたけど、この人たちの弁当どころか手当も何にも出ないで、大体土曜日とか日曜日とかの夜７時

から９時の間、２時間ですよ、とられるわけですよ。それにもかかわらず、そういったことを続けていくこと

ってすごくむなしく思えてくるんですね。そういう話も聞きます。これをずっと建設が決まったというふうに、

逆に言えば市が、絶対もう決まってんですと、何があってもやりますというんだったら、この施設連絡協議会

って要らないじゃないですか。だから、施設連絡協議会の意味合いというものをもう一度お聞きしたいと思い

ますが、いかがですか。 

○環境部長（田口茂夫君） 施設連絡協議会の設置目的におきましては、要綱等に定められております。その目

的としましては、建設をする３市共同資源物処理施設の施設の姿ですとか、当然先ほどお話をさせていただき

ました環境影響調査の内容についての問題ですとか、そういったものを協議する場だというふうに認識をして

おります。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 確かに要綱にはそういうふうに書いてあるんですけれども、実際にじゃそれ以外で市

民の方が、要は建設想定地の問題とか、最初から話し合う場というのは全然ないじゃないですか。用意されて

ないじゃないですか。だから、そういうことも話し合えなければ、施設連絡協議会って全然意味ないと思いま

すよ。先ほど松本課長がおっしゃったように、今後のごみ行政全般を考える会という形に、本来の形に戻して

いくことが僕は必要だというふうに思っております。 

  ちょっと戻りますけども、25年の１月８日の確認書についてなんですけれども、今現在も地域住民の理解を

得られたというふうには思っていないと、そういうふうに捉えてるというふうに御答弁がありましたので、こ

の確認書はいまだに有効だというふうに考えてよろしいですか。よろしいですよね。どうですか。 
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○ごみ対策課長（松本幹男君） 25年１月に結びました確認書、こちらのほうに基づいて当時、説明会等を開催

させていただきました。その後、説明会等での状況、そういったものを踏まえまして、同じく25年の11月29日

に地域住民を含め３市全域にわたって、さらに説明を継続していく必要があるということで、あわせてその11

月29日の確認書の中で、住民が参画できる枠組みを設けるということで、現在の地域連絡協議会、そちらのほ

うも設置をさせていただいてるところでございます。したがいまして、現在は25年11月に結ばせていただいた

確認書、こちらに基づいて事務を進めているという状況でございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 今、松本課長おっしゃったことで疑問が１つあります。平成25年の１月９日の確認書

には、明確に想定地域住民ですね─の理解を得ることを前提にと書いてあるものが、25年の11月29日の３

市共同資源化事業に関する確認書では全く抜かれてるんですよ。似たような文面を探すと、「住民が参画でき

る枠組みを早急に確立し、その信頼を得て事業を進める。」というふうに、明らかに後退をしてるんですよ。

この段階でもね、今の段階でも地域住民の理解を得られたとは言いがたいと言ってるにもかかわらず、なぜ１

年間に２つの確認書を出した上に、２つ目の確認書でその文言が抜けて後退をした表現になっているのか理由

を教えてください。 

○環境部長（田口茂夫君） 平成25年１月８日の確認書に基づいて、地域住民の方々を含めて説明会を実施し、

その実施した内容をもとに、その状況がどうだったかということを検証してきております。その検証した結果

として、地域住民の理解は得られていないという状況の報告がされております。その後、じゃ今後どうしてい

くのかというところの協議が４団体で行われ、その状況として施設は必要であるというふうな方向性の中で新

たなる確認書が結ばれ、こういった住民が参画できる枠組みを早急に確立し、その信頼を得て事業を進めてい

くというふうな形になってきているという状況でございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 平成25年の１月９日の基本事項の確認書ですけれども、施設の立地に係る住民理解と

いう項目で、「地域住民の理解が得られたかの判断は、事業説明の結果をもって推進本部の場において行

う。」と。今お話されたのは、そういったところだと思うんですけども、その場でも地域住民の理解は得られ

ていないというふうに判断したならば、これは積み残しじゃないですか。だから、もう新しい確認書が結ばれ

たと言ったとしても、そこの部分というのは理解されてないままですから、表現方法を変えただけで、じゃお

聞きしますけれども、住民が参画できる枠組みをそのために早急に確立して、その信頼を得て事業を進めると

いう意味と、住民の理解を前提に進めるというものは同じと捉えてよろしいんですか。 

○環境部長（田口茂夫君） 基本的な考え方としては、同一かなというふうに思っておりますが、その枠組みの

中で我々は現在、この平成25年11月29日の確認書の中で、地域連絡協議会等を設置し、理解を得る努力をして

いるという状況でございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 基本的に同じという答弁いただいたんで、了解をいたしました。 

  当然その信頼を得て事業を進めるということですから、信頼を得られなければ、この事業は進まないわけで

すよね。それを、また新たに25年11月29日の確認書で確認されたといったところだと思います。 

  次に、交付金の申請にちょっともう一度戻らせていただきますけれども、今後の流れについて教えてくださ

い。それと、今後の流れの中で、東大和市議会が過去、見直し決議をしました。その中で、その決議を受けて
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庁議で都市計画決定ができない、そのことによってこの３市共同資源化事業というのはできないんだというこ

とがなされておりますけれども、それに関しては解消されてないというふうに私はまだ思っているんですが、

今後の交付金の流れと市議会との役割ですかね、どの段階で市議会の了承というのか、決議というのか─

ものをとっていくのか、そういった流れを教えていただけますでしょうか。 

○環境部長（田口茂夫君） 先般、地域連絡協議会においても、今後のスケジュールというものをお示しをさせ

ていただいております。その議論の中で、ちょっと足りない点等が、いろいろ御指摘をいただきましたので、

次回の開催までにそういった点を加味した形で御提示していくという形にはなっておりますが、おおよその動

きといたしましては、先ほどお話をさせていただきました交付金の申請につきまして、３月ぐらいには承認が

得られればというふうなところの動きになるかというふうに思っております。その交付金の動きとしましては、

実務的な動きとしまして、４月から５月ぐらいには一般的に承認がされれば、一定の内示があるのかなという

ふうには考えております。 

  また、それ以外の３市共同資源物処理施設の建設に向けてのスケジュールということでありますけども、ま

ず生活環境影響調査、こちらが先ほどもお話をさしていただきましたとおり、衛生組合の補正予算等が議決を

いただいておりますので、来月、３月からそういった事務が進んでいき、おおむね１年半ぐらいをかけて生活

影響調査、実務的な調査ですね、現況調査というふうな形になりますが、そういった後の後事務が１年半ぐら

いかかってくるのかなというふうに思っております。その後、そういった生活環境影響調査の状況、手続が終

わった段階から、都市計画決定手続に入っていくのかなというふうな形だというふうに認識はしております。 

  先ほど議員から東大和市議会の状況はということになりますと、今の現段階では、この生活環境影響調査並

びに都市計画決定の中では、市議会における議決関係等は入ってこないというふうな形で考えております。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） そうなると、どの段階でかかわっていくのかということをお示しください。 

○ごみ対策課長（松本幹男君） 今後の予定ということで、先ほど環境部長のほうから申し上げましたが、当面、

平成27年度、こちらにつきまして生活環境影響調査、並びに並行いたしまして施設の整備実施計画、こちらを

地域住民の方の意見を反映した形でつくっていくという過程にございます。したがいまして、それら青写真が

今後、施設整備地域連絡協議会の地域委員の皆さんと詰めていく、それらを経ていかなければ、議会の議決が

どのタイミングでという、今現在ではまだそこまで話が煮詰まってはいないというところでございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 当然に議会にかける前に、地域住民の同意が得られなければ、そもそも議会にかける

必要がないというふうには思っておりますので、まず第一に、繰り返しますけれども、地域住民の理解を得ら

れるような努力をしていただき、その先に議会にかけていただけるようにお願いをいたします。 

  次の質問に移ります。 

  次は、焼却炉、不燃・粗大ごみの処理施設の現状と今後についてですけれども、先ほど予定が27年に計画を

策定するというお話でした。ただ、この焼却炉と不燃粗大ごみの処理施設って、これまで御答弁いただいた中

でも喫緊の課題であるというふうに述べられてますので、これはいつまでに建て替えを行わなければいけない

んでしょうか。年限、今、延命化措置とってますけれども、大体このぐらいまでにはやんなきゃいけないなと

いうのは、もう皆さんおわかりだと思うんですけども、教えていただけますでしょうか。 

○ごみ対策課長（松本幹男君） 焼却施設を見据えた事業ということになっておりますので、まず３市共同資源
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化事業でのハード面、こちらにつきましては、現在、平成31年度の稼働を目途に３市共同資源物処理施設とい

うことで現在進めております。もう一つのハード面で、現在の老朽化しました粗大ごみ処理施設、こちらを仮

称でございますが、不燃粗大ごみ処理施設の更新事業ということで、平成32年度の稼働ということで計画をし

ております。また、最後になりますが、焼却施設、こちらにつきましては平成33年度を目途に事業を行うとい

うふうになってるところでございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） これに伴い、もちろん焼却施設の近くにも周辺住民がおりますので、３市共同資源化

施設、廃プラ施設のときと同じように、地域連絡協議会等、そういった情報共有というのは行っているのか、

今後どのようになっているのかということをお聞きします。 

○ごみ対策課長（松本幹男君） 従前から衛生組合のほうで、小平市中島町、また立川市幸町の一部、こちらの

地域住民の方との連絡協議会、年に５回から６回ぐらい行われてるわけですが、そちらの定期的な会議の中に

おきましても、平成33年度の稼働を目途としております焼却施設、こちらについては今年度、建設予定地を、

同じ小平市中島町ということで、提案図書の作成に現在着手しているということで、地域の方々には説明をし

ているところでございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 今現在、小平の中島町の周辺、あと立川のところの住民の方というふうにお聞きした

んですけれども、これを決めた経緯というのは、恐らくですけど、予想ですけれども、焼却施設からの距離で

決めたんだと思うんですね。行政区でくくれば、要は３つの市、小平市と武蔵村山市と東大和市の衛生組合で

すから、本来はそこでいいにもかかわらず、やっぱり周辺に影響を与えるということで、距離で換算すると立

川の市民も入るよなって、そういった認識だと思われるんですが、それは間違ってないですか、大丈夫ですか。 

○ごみ対策課長（松本幹男君） はい。主に中島町を対象といたしました連絡協議会の範囲といたしましては、

今議員からございましたような考えに基づいて、一番高い100メートルの煙突、こちらの２倍の半径の距離、

それともう１点が、搬入路として使っております小平市の通称名となるんでしょうか、松の木通り、こちらの

市道、こちらの搬入路の沿道に住んでおられる方で構成する自治会、こちらを入れて現在運営してるところで

ございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） そうなると、東大和市の一部もその沿道に入ってると思われるんですけども、そこの

自治会も入ってるということでよろしいですか。 

○ごみ対策課長（松本幹男君） 中島町のほうの協議会の立ち上げ時、この立ち上げ時のときに、半径200メー

トルの範囲に、東大和市の場合は、区域としては当然200メートルの範囲は入るわけですが、当時、設置をす

るときに、居住の用に供するような建物がなかったというふうに聞いております。したがいまして、現在その

協議会のほうには、東大和市のほうは参加をしないで現在に至っております。 

  以上です。 

○議長（尾崎信夫君） ここで10分間休憩いたします。 

午後 ２時３２分 休憩 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午後 ２時４３分 開議 
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○議長（尾崎信夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

○２１番（床鍋義博君） 焼却炉建設当時、半径200メートル以内に、桜が丘だと思うんですけども、あのあた

りに住民がいなかったといったところで入ってないということだったんですけども、今現在はいかがでしょう。 

○ごみ対策課長（松本幹男君） 正確にはかったものを今持ち合わせてはおりませんが、その後、現在は警視庁

の公務員住宅、そちら等もできておりますので、もしかするとそちらのほうは200メートルの範囲に該当する

可能性はあるのかというふうには思っております。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） あと搬入路、松の木通りのことが出たんですけれども、たしか桜街道から曲がって西

武ハイツのところの横の抜ける道、あそこを使ってると思うんですけども、そこも搬入路に入るんじゃないで

しょうか。そうすると、東大和市の桜が丘のあの一帯というところは入るんじゃないかなと思うんですけども、

いかがでしょう。 

○ごみ対策課長（松本幹男君） 私のほうで先ほど申し上げた搬入路が、協議会の設置時という時点でお答えを

させていただいております。したがいまして、そちらの建物と協議会の設置の時期的なものの現在確認がちょ

っととれてはおりませんが、あくまでも松の木通りという、そういう形で現在きているところでございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 当時と今回、建て替えの協議に入るときですけれども、もう状況が一変してます。住

宅密集地になってます。大きい建物もいっぱいできてますので、必ず地域連絡協議会の中に東大和市の地域住

民が入るようにお願いをいたします。そうでなければ、全然状況が変わったにもかかわらず、構成メンバーが

変わらないということだとおかしい話なので、そのあたりは要望をしておきます。 

  焼却炉の話に戻りますけれども、焼却炉の建て替えが、稼働、平成33年ですか─といったところを目途

にしてるということを先ほど御答弁いただきましたけれども、焼却炉ってなかなか誰もがつくれるわけではな

くて、大手さんですね、日立さんとか川崎さんとか、大体国内である一定の─両手では余るぐらいな感じ

のところが寡占状態だというふうに思います。その段階で、大体寡占状態というと建築費って上がると思うん

ですけど、今現在、見積もり等々、正式なものはまだだと思うんですけども、大体このぐらいだろうなって把

握はもうしてるはずなんですよ、このぐらいの年限だと。今現在、把握してる数字だけでいいので、この焼却

炉の更新には大体幾らぐらいかかるかということを考えていらっしゃいますでしょうか。 

○環境部長（田口茂夫君） 具体的な数字ではございませんが、さきの衛生組合の議会におきまして、組合のほ

うからトン5,000万ほどというふうな数字のお話は出ているところでございます。仮に200トンの処理であれば

100億円程度になるのかなというふうな説明がされているところでございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 今、トン5,000万だと100億という、要するに100億という話でしたね。とすると、私

が大体いろんなところの建設費の最近の高騰の状況とか見てると、これ100億で済まない可能性が非常に高い

と思うんですね。特に震災の影響もありまして、また東京オリンピックが控えております。これマンションの

建設費の高騰の話なんですけども、1.5倍から２倍って言われてるんですよ、通常の。とすると、これはマン

ションの話でしたけども、別に建設する会社とか人員とかというのは変わらないわけですから、そうするとこ

ういった費用も、これかなりはね上がる可能性があると思うんですけども、そのあたりはどのようにお考えで

すか。 
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○環境部長（田口茂夫君） 近年の建設費の高騰というのは、我々もそういうお話は聞いてございます。先ほど

のお話の数字としましては、過去の状況ではと、過去にこういった焼却施設を建てた場合には、トン当たり

5,000万程度となっているというふうなお話の説明でございました。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 確かに過去はそうでした。間違いなく建築費の高騰というのはもう始まってますので、

平成33年までに工事が終わるといったところになれば、そこにかかってしまいますね。そうすると、31年に廃

プラ処理施設、32年に不燃粗大ごみ処理施設、33年に焼却施設ということで、同時期に一気に、金額が高いと

きに建築の工事が集中するわけですよ。特に廃プラ施設の建設を先に進めようとして、これがおくれて、結局

こうなったんじゃないかなというふうに思うんですね。なぜかというと、この廃プラ施設の建設の話って、も

う10年以上前に出てきた話じゃないですか。それから住民運動が始まって、どんどんどんどんおくれてきたと

いったところに、これができなければ焼却施設の更新もできないよって言ってきたから、こっちのほうも一緒

になっておくれてきたんじゃないかなというふうに思っているんですけども、いかがでしょうか。 

○環境部長（田口茂夫君） このごみ焼却施設、また不燃粗大ごみ処理施設ですね、また３市共同資源物処理施

設を一体として基本的に４団体では考えております。そのようなことから、処理に当たって上流からというと

ころの中で計画を立ててきているという状況でございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） なぜ廃プラ施設が上流なんでしょうか。 

○環境部長（田口茂夫君） 焼却施設でどういったものを焼却するかというところのごみ処理の動きとしまして、

容器包装プラスチックなどのそういったものをどうしていくかというところに基づいて考えているという状況

でございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 上流過程のリサイクル方針で、ペットボトルとか容器包装をどうするかということを

決めなければ、焼却炉の規模が決められないという言い方に聞こえましたけども、それでいいですか。 

○環境部長（田口茂夫君） ごみ焼却施設の要するに焼却物を、いかに少なくしていくかというところの考え方

というふうになっておりまして、基本的には、ひいては日の出にあります最終処分場の関係ですとか、そうい

ったところをトータルで考えたという状況でございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 現在、東大和市のリサイクルの方針、ペットボトルと容器プラですけれども、これも

方針はもう決まってますよね。容リ法に基づいて処理をするということ、決まってますよね。この建物が建と

うが建つまいが、この方針は変わらないわけですよね。そうすると、焼却炉の規模には全く影響しないんじゃ

ありませんか。だって今現在も民間に委託して、容リ法に基づいて処理してるわけですよ。そのまま続ければ

いい話であって、それが決まらないから焼却施設の規模が決まらないという話に全くならない。今現在もペッ

トボトルと容リプラは燃やしてないわけですよね、東大和から出たものに関しては。そうすると、何にも変わ

らないじゃないですか。 

○環境部長（田口茂夫君） 議員がお話のとおり、当市においてはそういう状況でございます。しかしながら、

３市全体を見てみますと、その影響があるものがあるということから、こういうふうな状況になっているとい

うことでございます。 
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○２１番（床鍋義博君） 言いにくいと思うので、私の口から言うと、小平市だけですよね、軟質系のプラスチ

ックを燃やしてるのは。それって、軟質系のプラスチック、前の議会でも聞きましたけれども、1,000トンか

ら1,500トンという話だったんで、年間の処理の可燃ごみの処理数にすれば、全然低い数字ですよね。だから、

それは焼却施設の規模に影響を及ぼすとは到底思えません。ですから、上流過程のリサイクル方針を決めるの

はいいんです。これは方針を決めるだけであって、これを容リ法にのせるのかのせないのかという方針は決め

ればいいんですよ。決めて、じゃ決めたけれども、それを民間に出しましょうとかっていうふうにすれば、焼

却炉の規模というのは影響されないわけですよ。だから、つくることが上流過程にあるわけじゃないんですよ。

リサイクルの方針が上流過程にあるというのはわかりますよ。しかしながら、建物をつくるということが上流

過程にあるというのは全くの間違いです。これは指摘をしておきます。 

  民間委託するのと、公設で建設した場合、一番大きく違うのは、基本的には建設費が純増になるということ

ですよ。民間に出してるときは、前も何度も述べましたけれども、変動比になるわけですから、少なくすれば、

住民のね、市民の皆さんの努力で少なくなれば、変動比ですから少なくなりますよ。しかしながら、公設でつ

くった場合に関しては、維持管理費というのは毎年同じ金額かかっていくんですよ。幾ら努力で減らそうと思

っても、これは減っていかないんです。だから、そこは変動比のままにしたほうがいいんじゃないかというの

が、私のかねてからの主張です。 

  本来、焼却炉と廃プラ施設は別々に検討されて問題ないものを、廃プラ処理施設をつくりたいがために、三

位一体と言って進めていると。そうすれば、さまざまなところに影響が出てきます。家庭ごみの有料化など、

市民負担をお願いするのであれば、より一層、支出、お金の使い方には細心の注意が必要だというふうに思っ

ています。今年度以降、本庁舎の耐震工事、給食センター新築工事、多額の費用がかかる事業がめじろ押しと

なってます。その上、焼却炉、粗大ごみ、プラス廃プラ処理施設と、もう100億以上の負担が一気にこの時期

にかかってくるわけですよ。減価償却はありますけど、30年としたって年間数億円というものが純増になるわ

けですよね。改めてお聞きしますけども、これだけの公費を使って、こういう建設を進めると。そのおかげで

削られるサービスが必ずあるわけですよ。その分、市税がふえるわけではないわけですから。それは削られる

ものは、どれを削るかというのを検討しなければ、この費用って出てこないと思うんですよね。その費用とい

うのは、どういうふうに捻出しようと思ってますか。 

○副市長（小島昇公君） 今御指摘ございましたように、ここ何年かで大きな事業がめじろ押しでございます。

おっしゃっておりますように、給食センターも子供たちのためには、かなり金額的にはアップしますけども、

どうしてもすぐつくらなければいけないという状況だというのも確かでございますし、総合福祉センターにつ

きましても、長年の障害者の皆さんの要望に応えるために、１日も早くという事業でございます。また、庁舎

等の耐震につきましても、いざというときに本部機能が機能しないので、市全体を守ることができないという

ことで、喫緊の課題で至急に手を加えなければならないという状況でございます。 

  そんな中でございますが、この３市の共同資源物処理施設につきましても、先ほど御質問者、御指摘がござ

いましたが、３市、組合、４団体の中で計画をして進める事業でございます。その中での考え方といたしまし

ては、ごみの焼却施設と、それから不燃粗大ごみ処理施設から今回の３市共同資源物の処理施設は、３施設が

一体であるという基本的な考えに立ってございます。そういたしますと、やっぱり東大和市のごみの焼却施設

をなくすというわけにはいきませんので、この３市の共同資源物処理施設を、非常に財政状況は厳しいですけ

ども、喫緊の課題に同時に進行をせざるを得ないというふうに今は考えてございます。財源につきましては、
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少しは基金も積めてきておりますけども、基金だけで対応できるという状況ではございませんので、いかに特

財等、都から財源を導くことができるかということも、あわせて検討をしながら市民生活に影響ないように進

めたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○２１番（床鍋義博君） 繰り返し言いますけれども、三位一体ではないですよ。三位一体なのは、計画は三位

一体かもしれませんけれども、焼却施設と不燃粗大ごみ処理施設と廃プラ処理施設は、別々に考えても成立し

得る問題ですから、そこは分けて考えていただきたいなというふうに思っております。もちろん私、焼却施設

が必要じゃないというふうには、全然一言も言ってませんので、もちろんそれが今、民間に出ていればまた違

ったことも言えるかもしれませんけど、今、公設で行っているものですから、それに関しては何も言ってませ

ん。私が言ってるのは、今民間に出してるものを新たに公設でやるのはいかがなものかと言ってることなので、

その辺、お間違えなくお願いをいたします。 

  次の質問に移ります。 

  リサイクルについての市の基本姿勢についてですけれども、昨今、３Ｒとか４Ｒとか言われてます。その中

で、３Ｒではリデュース、ごみ減量ですね。リユースは再利用、リサイクルとあります。これに、ごみになる

ものを買わないようにするというリフューズが加わり、４Ｒというふうになっております。既に御存じと思い

ますので、順序をお聞きしませんけれども、この優先順位というのがあるんですね。その中で、一番最後に、

一番後になるのがリサイクルなんですね。これはなぜかと申しますと、エネルギー消費の問題なんです。リサ

イクルに関しては、市は公設で進めようとしておりますけれども、今述べましたように他の施策の方が重要度

が高い。これらの施策に対しては、市はどのように行っていますか。 

○環境部長（田口茂夫君） 現在、市で行っておりますリサイクルにつきましては、有価物等につきましては民

間のほうに売却をしたりですとか、そういった形で処理をしているという状況でございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） リサイクルについてもお答えいただきましたけど、それより順位の高いリデュースと

リユースについて聞いたんです。今具体的に市がやってる事業で、これに該当するものが余りないなというふ

うには思っておりますので、考え方の一つとして、ＬＣＡ、ライフサイクルアセスメントという考え方があり

ます。これは製品を製造から使用、廃棄、再利用までトータルに考えて、どのような使い方や処理をするのが

環境に対して最も影響が少ないのかということを図るのが目的です。廃棄物の施策を行うに際しては、この考

えをもとに策定すべきだというふうに考えております。この考え、ＬＣＡという考えのもとで、リサイクルの

方針とかごみ行政ということを考えてらっしゃいますでしょうか。 

○環境部長（田口茂夫君） 環境におけるライフサイクルアセスメントということは承知はしてございますが、

具体的にこれを計画に落としているかというと、現段階ではそこまでいっていないという状況でございます。 

○２１番（床鍋義博君） ＬＣＡというのは、本来であれば民間のそれを製造しているところ、また流通させて

るところ、先ほど市長の御答弁でも拡大生産者責任というのがうたわれておりました。私も、これも廃掃法と

いう法律はすごく欠陥があると思うんですね。要は出るところ、大量に生産するところが、余り最終的な処分

をする地方自治体のところに絡んでこないと。それを金銭で行うというのが、容リ法の目的の一つだったんで

すけれども、私は実際にこの静脈産業として民間を育てる必要があるんじゃないかなというふうに思ってるん

です。 
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  どういうことかといいますと、例えばペットボトル、ペットボトルって再利用一番しやすい、今プラスチッ

クの中で一番再利用しやすい物質、御存じなので説明はしませんけれども、ほぼほぼ単一素材でつくられてる。

製品プラスチックって、皆さん、私たちの周りにある製品プラスチックというのは、単一の素材ではないんで

す、ほとんど。いろいろ添加物が入ったり、可塑剤が入ったりするので、なかなかこれをマテリアルリサイク

ル、もう一度材料にするというのはなかなか難しいんですね。唯一、今のところできそうなものがペットボト

ルなんですよ。ペットボトルに関してどういう動きがあるかというと、ペットボトルに関してはそこそこ再利

用できそうだなというんで、これは民間がやり始めてますよ。近隣でいえばイトーヨーカドーさんなんかは、

それを自分のところで処理する施設も持ってます。そういうことを市は進めていくのか、進めていかないのか、

本来は進めていくべきだと思うんです。そこを進めていって企業の責任を問う、それこそ拡大生産者責任だと

思うんですけど、いかがでしょうか。 

○環境部長（田口茂夫君） 私どもが昨年の８月ないしは10月に、戸別収集有料化の状況を検討するに当たって

も、この拡大生産者責任という考え方は必要であろうというふうな考え方を持ってスタートはしたというふう

には思っております。また、東京都市長会を通じまして、循環型社会の構築に向けては、各種リサイクル法の

整備は進めているという中におきましても、容器包装や小型家電リサイクルシステムの維持については、製造

事業者等と比べても市町村負担が大変大きいというふうなところで、市の財政を圧迫しているということを述

べながら、拡大生産者責任の考え方に基づき、特段の措置を願いたいというふうな形での要望等もさせていた

だいております。一市町村において、どこまでのことができるかどうか、なかなか難しいところではございま

すけども、この辺につきましては今後努力をしていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 今御答弁いただいたことと、私の主張と全く一致しております。要は、簡便な流通の

ために、地方自治体がそれを負担してるって状況なんですよ。それをもっと徹底的にやらなければ、この問題

って絶対根本的に解決しないんですね。どんどんどんどん便利だからといって、私たちの身の回りに簡単に捨

てられるようなプラスチック製品がどんどんどんどんふえていく。それをとめなければ、この問題って解決し

ないと思います。燃やすにしろ集めるにしろ、それにもエネルギーかかりますので、本来であればそういった

ものをかからなくするような努力を企業自体がしていくということを、リーダーシップを持って東大和市が率

先してやっていただきたいなというふうに思って、次の質問に移らせていただきます。 

  次の質問ですけれども、中小企業大学校の活用についてです。 

  先ほど市のイベントについて、27年度の産業まつりを行うことが決まったといったことだったんですけども、

そういったところは中小企業大学校と打ち合わせとか、そういったことが必要だと思うんですけれども、その

経緯をお聞かせください。 

○市民部長（関田守男君） 平成27年度の産業まつりの会場ですね、この決定経緯でございますけれども、平成

27年度につきましては、この市役所の耐震化工事がございまして、例年、市役所の敷地を利用しておりました

ことから、平成27年度につきましてはこの会場が使えなくなるというようなことがございます。そうしたこと

から、平成26年８月に開催されました産業まつり実行委員会におきまして、平成26年度の産業まつりの内容と

あわせて、平成27年度のこの会場についての検討が開始されてございます。そうした中におきまして、候補地

といたしまして３カ所、都立東大和南公園、それから上仲原公園、そして中小企業大学校という３カ所が候補

地として挙がりました。その後、議論が重ねられまして、この中小企業大学校に打診いたしましたところ、使
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用は可能であるということでございました。中小企業大学校といたしましては、産業まつりを、この会場にす

ることによりまして、市との連携、そしてまた中小企業大学校そのもののＰＲにつながるというようなお話が

ございました。こうしたことから、最終的に本年の平成27年に入りまして１月の産業まつり実行委員会におき

まして、最終的に会場が決定したというものでございます。 

○２１番（床鍋義博君） 大変喜ばしいことで、東大和市にある国の施設としては、すごく立派なものですので、

ぜひ産業まつりだけとは言わずに、どんどんどんどん打診してほしいなと思います。稼働率を見ると、余り稼

働してないような状況もあるので、諦めるのではなくてね、最初からこれもどうだ、これもどうだと言っても

らったほうがいいかなと思うんですね。 

  その中で、市とのかかわり合いという話が出たので、その話に移りますけれども、先ほどの御答弁で創業支

援について触れられてましたけれども、それについて市のかかわり、どういったことをやっていくのかという

ことを教えていただけますでしょうか。 

○市民部長（関田守男君） 創業支援事業につきましては、この産業振興基本計画に基づきまして対応するもの

でございますけども、その中で創業者の支援ということが掲げられております。そうしたことから、これを具

現化するために、この支援の創業支援体制をつくるものでございます。そこで、中小企業大学校と商工会、そ

して市と三者が連携をして、この創業支援事業に取り組むことによりまして、市内での新たな創業者を生み出

し、市内の商店会や地域の活性化を目指すものでございます。具体的には、平成27年の３月、ことしの３月で

ございますが─から創業支援の窓口を開設いたしまして、新規の創業者に夜、創業体験談のセミナーを実

施する予定でございます。今後は平成27年度４月より、３カ年かけまして創業塾を、この中小企業大学校の会

場を借りまして実施するというものでございます。 

  以上でございます。 

○２１番（床鍋義博君） ぜひ市内でも、創業したいけれども、何かそういったことを支援する機関がないのか

という話も聞きます。今回こういった、せっかく中小企業大学校が積極的に事業を行っておりますので、市の

ほうでも専門的な窓口を設けて、創業に関してはこちらに来てくださいよ、すぐ中小企業大学校、中小企業と

つなげますよといった形で活動していってほしいなというふうに思っております。 

  現在、中小企業大学校が地域貢献のために行っている事業というんですかね、これは東大和市のためになる

よみたいなことをやっている事業が、もしありましたら教えていただけますでしょうか。 

○産業振興課長（乙幡正喜君） 中小企業大学校では、創業に関心のある方や目指してる方を対象に、創業セミ

ナーを実施しております。また、地域にお住まいの主婦やサラリーマン、学生や地域で働く人たちを対象に、

東京校の活用を考えるワークショップ等を開催しております。また、本年３月よりビジネストがオープンされ

ます。創業に関心のある方や目指している方が登録することによって、無料で施設を利用することができます。 

  以上でございます。 

○２１番（床鍋義博君） このビジネストなんですけれども、実は私も登録をさせていただいて、ことしの３月

までですけど、一応無料期間というのがあったんで、それに登録をさせていって、図書館とか使わせていただ

きました。非常に図書館なんかは、創業系のビジネス関連の書籍が豊富で、すごく役に立つものがいっぱいあ

ります。でも、なかなか市民の方に聞くと、これをやってるということを知らない方が結構多いんですね。で

すから、市報に載せているとのことでしたけれども、もっと市役所のロビーとかもありますので、ぜひこうい

った、こういうことをやってる、今後も実は３月まで無料期間でしたけど、新しい料金体系も出て、体験コー
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スと無料コースというのはまだ残っています。４月以降も、そのコースで申し込めば、具体的な創業支援なん

かは得られないのかもしれませんけれども、少なくとも施設を利用して、図書館なんかも利用できるという話

も聞いてますので、ぜひそちらのほうを市民の方が多く利用することによって、中小企業大学校、外から見て

ると何やってるかわかんないよってよく聞かれるので、ぜひ利用を促進してほしいなというふうに思います。

これは要望なので、御答弁は結構です。 

  次に、今後、市と共催で中小企業大学校の事業を実施していくといったようなこと、それとあと市の窓口と

して職員を派遣するであるとか、そういった考えがないかどうかお聞きします。 

○市民部長（関田守男君） 中小企業大学校との連携につきましては、引き続き強化していきたいというふうに

考えてございます。ただ、一方で市の職員派遣ということになりますと、いろいろと時間的な、人員的なこと

もございます。現状では、派遣というところまでは難しいというように考えてございます。 

○２１番（床鍋義博君） 私、実はもともとベンチャー企業出身なので、この創業支援とか、そういったことに

携わってて、今も相談とか受けることが多いんですね。その際に、結構聞かれるのが、やっぱり法令関係なん

ですよ。これをやるときに、どのような法規制があるのかということは、なかなか市の職員でなければわかん

ない問題とかって結構あるんですね。実は中小企業大学校の中でも、じゃ中小企業診断士がそこまで知ってる

か、細かい条例までは絶対知らないはずなんで、絶対とは言いませんけども、知らない可能性が非常に高いの

で、そういったことに関してすぐ問い合わせをいただければ、派遣までしなくてもいいんですけども、すぐ答

えられるような体制をとっていってほしいなというふうに思います。これも要望ですので、御答弁は結構です。 

  市民及び市民団体の利用についてなんですけれども、私がお願いしたいのは、市民がいきなり中小企業大学

校に行って、ここを利用したいからお願いしますって言っても、多分聞き入れてもらえないと思うんですね。

その場合に、市が中間に立って、こういった試みだったら市も協力しながらやっていけるよみたいな形で、支

援をしていただけないかどうか。そういった、今後検討をしていっていただけるかどうかをお聞きします。 

○産業振興課長（乙幡正喜君） 中小企業大学校との連携でございますが、市の職員も今回、創業支援等でたび

たびそちらを訪ねるようになりますので、今後、その辺の情報を密にいたしまして、連携等を進めてまいりた

いと思います。 

  以上でございます。 

○２１番（床鍋義博君） まだ中小企業大学校の利用というのは、ある意味、東大和では始まったばかりなとこ

ろなんで、今後いろんなことが、課題が出てくると思います。せっかく東大和市にある有効な資産ですので、

できるだけ多くの市民の方が利用できるような、また創業支援等で東大和市の中で創業が盛んになれば経済も

活性化をしますし、また雇用も生まれます。そういった観点で、この政策はすごく重要だと思いますので、ぜ

ひ応援をしたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。 

  次の質問に移ります。 

  図書館の運営についてですけれども、この質問は、これまで何度もさせていただきました。その都度、御答

弁いただきました。検討している、今後検討するといったことも伺って、いつ実現するのかなと待ってはおる

んですけれども、なかなか一向に結果が出てこないのが現状だというふうに思っております。先ほど教育長の

御答弁の中で、レファレンス室の利用拡大については、本当に11月からデータをとりながら検討されてるとい

うことだったので、恐らくことし中には何らかの結論は出るかなというふうには思うんですけれども、繰り返

し申し上げますが、これ勉強したい学生というのは、もう１年とか延ばされると、もう受験期間とか過ぎちゃ
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うわけなんですよ。なので、少なくともこのレファレンス室の利用拡大に関しては、もう早目に結論を出して

ほしいなと。結論を出すというのは、正直に申せば利用させてほしいなと。先ほど利用率が出てましたね。１

日の平均利用が14人です。今現在、レファレンス室の席は何席ありますか。 

○中央図書館長（関田実千代君） 29席でございます。 

○２１番（床鍋義博君） 単純計算すると15席は余ってるわけですよ。それも先ほど３割が１時間以内の短期利

用ということであれば、少なくとも半数は学習スペースのために、これ使っても大丈夫なんじゃないかなとい

う結論はもう出せると思うんですが。仮にデータ上はこうだとしても、じゃ少な目で、じゃ３分の１からぐら

いやってみようかという、実験的にもう始めてもいいと思うんですね。そのあたりのことというのは、ある程

度、データがたまらない、もっと昨年11月から、今４カ月ぐらいですか、11、12、１、２だから４カ月ですね。

どのぐらいデータを見て決めるのか、それともこの辺だったらもうちょっと実験的にやってみようよという、

そんな考えありませんか。 

○中央図書館長（関田実千代君） 先ほど教育長からも答弁していただきましたが、一応データとしては４カ月

分たまっているわけでございますけれども、今まで私たちも、感覚としては短時間の方と、あとは長時間の方

がいるというような捉え方はしていたわけですけれども、ある程度数字としては出てきたわけでございます。

これで今議員のほうがおっしゃられたように、じゃ３分の１ぐらいに学習スペースをするのかどうかとか、そ

の辺の判断はつくかなと思うんですが、ただ現実的に先ほど教育長の答弁にもありましたように、普通にレフ

ァレンスで御利用なさってる方と学習で利用される方で、うちのほうとしましては学習で利用される方につい

ては、ある程度、時間制限を設けたいなと思っております。その区分けの仕方をどうするかとか、あとその色

分けですね、色分けと言ってはおかしいんですけれども。ですからそれを具体的に、今うちのほうでレファレ

ンスの当番として割ける人数は１人ですので、１名の人間がやって混乱なく、あと利用者の方に不快な思いを

させないでできるようなやり方はないかとか、その辺のところがあるかなと思います。ですので、どのぐらい

のスペースを割くかというところの目安としては、そんなにずっとデータをとるとかという─とって積み

上げてってということではなくて、実際のやり方として混乱がないやり方をするにはどうしたらいいかという

ところが、一番重要なのかなと考えております。 

○２１番（床鍋義博君） 時期的なものは、なかなか明言できないとは思うんですけれども、ぜひ早目にお願い

をしたいと思います。 

  ちょっと２番目が先に行っちゃって、一番上が後になっちゃったんですけども、図書館の開館日数、時間の

延長についてですね。先ほど中央図書館で275日という話が出ておりました。教育長の御答弁でも、より多く

の市民の利用を促進するといった御答弁をいただきましたので、今後、じゃより多くの市民に利用してもらう

ためには図書館に来てもらう。来てもらうためには、やはり開館日数と開館時間の延長というのは、これ避け

られないというふうに思うんですね。しかしながら、先ほど現在の職員体制、また予算では難しいという答弁

でありました。であるならば、指定管理者なども含め、できる方法というのはいろいろ御検討されたんでしょ

うか。 

○市長（尾崎保夫君） 指定管理者というお話が出てきましたから、私のほうから基本的な考え方を申し述べさ

していただきたいと思いますけど、まず図書館ということは、貸し出しと閲覧と、そしてあと２つ、選書とレ

ファレンスだというふうに考えてます。特に選書とレファレンスにつきましては、公立図書館ではなくしては

いけないもんだというふうに私自身は考えてございます。ですから、民間委託、指定管理者にするのも結構で
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ございますけども、そういう考え方でいくというのは、基本的にはあっていいというふうには思いますけども、

今までいろんなところで図書館が、コーヒーコーナーができたりとか、確かに便利で、貸し出しという意味だ

けならば、そういう図書館があってもいいかなというふうに思うんですけども、公立ということになると、そ

こだけではだめなんじゃないかなというふうに思っています。特に選書とレファレンスというのは、非常に重

要なものだという意識は持ってございます。ですから、先ほどレファレンス室があいてるからというのは、こ

れは図書館、中央図書館、レファレンス室、その問題、そのものはあるかなというふうには思いますけども、

もっともっとレファレンス室を活用していただけるような対策をまず考えるべきではないかなというのが、私

の考え方でございまして、これからいろんなところで、また私ども市長部局のほうも、指定管理者ということ

でいろんなことを考えていかなきゃいけないというふうには思ってございますけども、ただ少なくとも公立図

書館というんだったらば、やっぱりそこのところはしっかりと一定の指針というか、基準を持って対応してい

く必要があるかなというふうには思っています。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） もちろん選書とレファレンスの重要性については、私もよく承知をしております。指

定管理者であっても、選書の部分に関しては市が独自にやってるところもあります。要は何を言いたいかとい

いますと、そういった広い意味で、図書館のあり方というものがだんだんだんだん変わってきてる。もちろん

貸し出しだけではない。市民の知の集積所として別な意味合いもだんだん出てきてるんですね。先ほどカフェ

の話も出ました。先日、中央図書館の30年誌の冊子をいただきまして、全部読んだんですけれども、その中に

も自習室とかカフェなどの充実が市民の声として掲載されてました。もちろん喫茶店じゃないんで、カフェが

あればいいという話ではないんですよ。私が言ってるのは、そういった時代の流れによって変わってきてる部

分もあるよと。それを昔ながらのやり方でそのままやるということが違うんじゃないのかな、違わなければい

いんです。それが市民の皆さんの合意であれば問題ないんです。 

  ただ、私がいろんな方から話を聞くに、やはり開館時間の問題にしろ開館日数の短さにしろ言われてます。

そこも含めて、全体的な図書館のあり方について、じゃどうするのかということを話す場が必要だと思うんで

すね。その場をつくりませんか。これ提案ですけれども、そういった場があると、そういった人たち、ただそ

ういった人たちって、意外と今、図書館を利用できてない人たちなんですよ。私も前はサラリーマンでしたの

で、朝、大体７時に出かけていって、自宅に着くのは10時とか11時ですよ、その時間に図書館あいてるわけが

ないんです。もちろん今、10時、11時にあけろとは言いませんけれども、休みの日の８時とか９時とか、その

ぐらいの時間まではあいていてほしいなというのは、私が実際にサラリーマンをやってたときの率直な感想で

すよ。ただ、そのときにそう思っていましたけれども、実際利用できてないんで、はなから諦めてたんですね。

図書館というのは、やっぱり市民の方にたくさん利用してもらうというのが目的の一つなので、今現在、利用

している方と利用されてない方の意見をどうやって吸い出すかということを考えていただいて、それを一堂に

集めて話し合うという場が必要だと思うんですけど、いかがでしょうか。 

○市長（尾崎保夫君） 私が申し上げたのは、喫茶店になってしまっては困るということで、特にそういうふう

なところというのは、意外と貸し出しがほとんどに、どんどんどんどんそういう方向に流れていっているとい

うか、もう大分前からそういうふうな傾向があるんではないかなという思いはございます。ただ、先ほど質問

者がおっしゃられたように、時代の流れというか、そういうふうなものはいろいろとあると思いますし、また

市民そのものが昔とまた変わっているという可能性は大いにあるかなというふうに思ってございます。そうい
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った意味で、図書館を指定管理者等、いろんな活用を、いろんな方に御理解をいただきながら、それをより一

層充実した図書館としてしていくためにはということでありますけども、ただ図書館、公立の図書館というこ

とになりますと、先ほど言いましたように、選書とレファレンスということについては、しっかりと押さえて

おく。そういう上に立って、考えていく必要があるかなというふうには、私自身は思っております。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 繰り返しますけども、選書とレファレンスの大切さはわかってます。選書に関しては、

指定管理者であってもできることはできる。指定管理者がいいって言ってないですよ、そういう方法もあると

いうことです。レファレンス室の拡大に関しては、言ってるのは、もともとレファレンス室以外に中央図書館

で勉強するスペースがつくれないからそういうふうに言ってるのであって、レファレンス室の活用を妨げるよ

うなことを言ってるわけじゃないんです。それ以外のところで、ちゃんと学習スペースが確保されれば、私こ

のレファレンス室を利用させろなんて言わないですよ。だから、そこがきっちりできてない上で、レファレン

ス室が大切だ大切だというふうには、もちろん大切さはわかりますけども、もっとそのおかげで大切なことが

抜け落ちてる可能性もありますから、それも複合的に考えて、全体的に考えましょうって、そういう提案です。 

○市長（尾崎保夫君） 先ほど来申し上げましたように、選書とレファレンスというのを基本において考えると

いうことで、そのやり方については今風というか、今風という言い方はちょっとあれかもしれませんけども、

どういうやり方であろうとも、私自身は構わないというふうに思ってございますけども、ただあくまでも図書

館と言う以上、私自身はやっぱり公立の図書館は、選書とレファレンスというのはきちっと対応をしておく必

要はあるんじゃないかなという、まずそこを置いて、その上に立って、それは見る位置が違うだけの話だとい

うふうに思いますけどね。私はその位置に、上に立って、委託だろうが何だろうが、それは構わないというふ

うに思ってますよ。ただ、あくまでもそういう基本のところを外れて、外れるってさっき言ってませんでした

から、多分違うんだろうと思いますけども、そういうふうなところの基本、市としてこうなんだというね、公

立図書館としては最低限これだけは確保しないとだめなんだという、その基本というものはきちっと押さえた

上で、どのように対応できるかというのは、これから多くの図書館を御利用してる市民の方、あるいは図書館

をこれから利用したいと思ってる市民の方、あるいは図書館は利用したことないなという市民の方、いろんな

層がおいでになるかと思いますけども、そういう皆さんと一緒になって検討していくというのは、先行きいい

んではないかなというふうには思ってございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） 選書とレファレンスは必要なんだ、当然必要です。大切なんだ、当然大切です。しか

しながら、その上に立って多くの人の意見を聞きながら、図書館のあり方をどうするべきかということを考え

ていく必要があるなというのは、私の意見と市長の意見とそれほど変わってないと思いますので、ぜひ早目に

行ってほしいというふうに思っております。 

  次の質問に移りたいと思います。 

  東大和市ふれあい広場についてなんですけれども、玉川上水駅前商業施設内に設置された東大和市ふれあい

広場ですけれども、１回目の募集ですね、これはもう不調に終わったようですけれども、実際、説明会には何

社来て、その際の質問など、どういったことがあったのかという、差し支えない範囲でいいですので、教えて

ていただけますでしょうか。 

○企画財政部参事（田代雄己君） ふれあい広場の公募の関係は、昨年の12月15日に公募しまして、その後、申
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し込みをする方に説明会をしてるところです。それが平成27年の１月15日ということですが、その際に来てい

ただいた方は、４個人、３団体ということで、合計10人の方に御出席をいただいているところでございます。

その説明会に出た質問の関係ですけれども、やはり市としての目的だったり、その開設時間の問題だったり、

その全体的なことも含めて御質問があったような状況です。 

  以上でございます。 

○２１番（床鍋義博君） 結局それで１社、個人、１個人も申し込みがなかったということだったんですけども、

その原因の分析というのはどのようにしておりますでしょうか。例えば聞き取り調査をするなり、アンケート

をとるなりということはされてますでしょうか。 

○企画財政部参事（田代雄己君） 応募の締め切りということで、平成27年の１月22日まで受け付けていたわけ

ですけども、残念ながら応募がございませんでした。その後、その理由を把握するためにアンケートを、そこ

の説明会に来られた方に送りまして、その回答の協力を求めたという形になっております。そこで、状況とい

うか理由をお聞きしているような状況でございます。 

  以上です。 

○２１番（床鍋義博君） それでは、なぜ応募しなかったかという理由は来てるわけですので、その中で、これ

も差し支えない範囲でいいんですけれども、教えていただけますでしょうか。また、直接市に対して質問など

が来てないか、来ていればどういった質問があるのかというのをあわせてお願いします。 

○企画財政部参事（田代雄己君） そうですね、応募しなかった主な理由を何点か申し上げますと、１つが募集

の説明会、１月15日に行ったわけですが、その後、１月22日が提出の締め切りということで、その間の期間が

短かったというようなお話が１つありました。それと、営業日や運営時間の話なんですけれども、年中無休と

いうことで、ちょうどにぎわいの創出ということもありますので、そういう条件を付したわけですけれども、

その辺の人的な手だてがつきづらいという話がございました。また、利用料金ということで、これも提案の中

でお受けする予定、考え方を持って提示したわけですけども、一応、市の希望としては月額で３万円というこ

とで希望したわけですけども、その辺が、実際運営してみないとその金額が出せるかどうかわからないという

ような御意見がございました。 

  その後、それとは別の２番目の御質問の中の質問が実際あったかということですけども、こういうアンケー

トをとった後は、特段質問はなかったような状況です。 

  以上でございます。 

○２１番（床鍋義博君） そうすると、この理由ですよね、年中無休にしたことが結構大変だったとか、例えば

３万円、高いんじゃないかとかいったところだと思うんですけども、それを踏まえて今後どういった条件を、

新たに変えながらやっていくのか、それともこの条件は堅持しながら募集を続けていくのかという、そのあた

りの今後の予定を教えていただけますでしょうか。 

○企画財政部参事（田代雄己君） 玉川上水駅前のにぎわいの創出ということで、このふれあい広場の利用価値

というのは、高いというふうに認識してるところでございます。また、民間の力というか、市民の皆様のお力

をおかりして、アイデアをいただきながら運営していくということも、試みとしては市としてもいい試みでは

ないかというふうに認識はしてるところでございます。一方で、そういうような条件がなかなか理解しづらか

ったというところもございますので、少し検討しながらやっていく必要はあると思います。ただ駅前というこ

ともございますので、利用日数や利用時間というんですかね、そういう方々の逆の市民の方、あるいは代表者
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の方もお気持ちもありますので、その辺の利便性を損なってまで運営することはどうかとか、さまざまな条件

もございますので、今後その辺につきまして考えていきながら、公募に向けてまた検討していきたいと思って

おります。 

  以上でございます。 

○２１番（床鍋義博君） 先日、やまとみどりで市政報告と公聴会を行ったときに、参加者の方から、住民票や

印鑑証明書の自動交付機を設置してほしいと、それを駅の近くにという話がありました。庁内では、そのよう

な利用の仕方を検討されたことがありますでしょうか。 

○企画財政部参事（田代雄己君） ふれあい広場に関しましては、自動交付機ということの検討はしておりませ

ん。 

  以上でございます。 

○２１番（床鍋義博君） 同様に、東大和市駅前の行政コーナー、情報コーナーに関してはいかがでしょうか。 

○企画財政部参事（田代雄己君） 行政コーナーのほうにおきましても、自動交付機を導入するということは考

えておりません。 

  以上でございます。 

○２１番（床鍋義博君） 自動交付機については、そういう話が出たというだけで、ぜひお願いしますという話

ではないんですけれども、そういったことも、アイデアも含めて、市民の方から、どういった利用の仕方がい

いのかということを、利用の仕方を公募するというのも一つの手かなと思うんですよね。実際、民間の人にや

ってもらうのも一つですし、じゃこういうアイデアもあるよというのも広く求めないと、これ恐らく条件もそ

のままで、開館時間もそのままだと、恐らくそのまま次も不調に終わるんじゃないかなというその危惧をしま

す。そうすると、今現在、市が委託でパネル展とかやってますけれども、せっかく玉川上水って乗降客も多く

て、場所的にすごくいい場所なので、あそこが何か華やかなものができればいいなと私も思ってるんですけれ

ども、ぜひそういった利用の仕方も含めて、もっともっと宣伝をしてほしいというふうに思います。 

  今後いろんな条件が、ある程度決めなきゃいけないと思うんですよね、こういう条件と、こういう条件と、

こういう条件と。しかしながら、入りたい人というのは、別々の思いがあるので、そういったところをなかな

か流動的にというのは難しいのかもしれませんけれども、少しこのあたりだったら緩和してやれるようなとい

う、そういった可能性があるのであれば、多くの市民も、ちょっと話は聞いてみようかなというふうに思うと

思うんです。最初からばっと決められてしまうとなかなか、どうせ無理だろうなというふうに思ってしまうと

思うんですね。そういったことをやりながら、難しいとは思うんですけれども、せっかくのコーナーですので、

今後そういった形で続けていってほしいなと思うんですけれども、いかがでしょう。 

○企画財政部長（並木俊則君） ふれあい広場の公募に関しては、現状、先ほど参事のほうからお話しした次第

でございまして、今おっしゃいますようないろいろな御意見をいただいてる状況でございます。現在、再募集

というところに考えはいっておりますが、それも時期もございます。また、ここで年度が変わるということも

ございますので、いろんな状況の判断、また各団体なり興味を示していただいている個人の方、いろいろな方

の意見も踏まえまして、現在、次の段階に向かっての公募を考えてるという状況でございますので、その中で

は今回の第１回目の公募を行った経緯も含めまして、より参加がしやすいような部分というところも考えてま

いりたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 
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○２１番（床鍋義博君） ぜひ、にぎやかないい場所になることを望みます。 

  最後に、2011年に多くの市民の方の負託をいただいて当選させていただいて、この場所で16回の本会議全て

において、さまざまな一般質問をさせていただきました。その中には、何度も何度も継続して質問があったり、

しつこいなと思われることもあったと思いますけれども、その都度、御丁寧な御答弁をいただき、この場をか

りて御礼を申し上げます。 

  以上をもちまして質問を終わります。 

○議長（尾崎信夫君） 以上で、床鍋義博議員の一般質問は終了いたしました。 

  ここで10分間休憩いたします。 

午後 ３時３９分 休憩 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午後 ３時４９分 開議 

○議長（尾崎信夫君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◇ 中 野 志乃夫 君 

○議長（尾崎信夫君） 次に、22番、中野志乃夫議員を指名いたします。 

〔２２番 中野志乃夫君 登壇〕 

○２２番（中野志乃夫君） やまとみどりの中野志乃夫です。通告に従いまして、一般質問をさせていただきま

す。 

  まず１点目、みのり福祉園の今後の展開についてであります。 

  ①として、東大和市総合福祉センターが開園した段階で「みのり福祉園」はどうなるのか、具体的な検討は

されているのかどうかをお聞きいたします。 

  ②として、障害者団体から、閉鎖される予定の「のぞみ集会所」ですね、これは平成28年度廃止ということ

は明確化されているんですけど─にかわる場を求めてる声があります。「みのり福祉園」の一部を活用す

ることはできないのかということであります。これに関しては、ちょっと一言つけ加えておけば、もともと総

合福祉センターで、それにかわる場所ということが論議されているのは承知の上で、この点を聞いております。 

  ２番目に、公式行事での来賓紹介についてです。 

  ①の質問ですけども、ここですが、「昨年の出初式」と書きましたけれども、後ほどどうも昨年の出初式は

違かったようで、ちょっと私の勘違いだったようですので、ここは昨年というんじゃなくて、一昨年以前にと

いうことの出初式の内容ですけども、市議会議員は議長が代表する形で紹介され、議員一人一人の紹介はなか

ったのに、なぜことしは以前のやり方に戻したのかという内容であります。以前のやり方と今回のやり方と、

ちょっと違ってたんじゃないかということで質問させていただきました。 

  そして②として、野外での公式行事などは、時間のかかる市議会議員一人一人の紹介は割愛してもよいんで

はないかということでありますけども、この点についてお聞きいたします。 

  以上です。 

〔２２番 中野志乃夫君 降壇〕 

〔市 長 尾崎保夫君 登壇〕 

○市長（尾崎保夫君） 初めに、（仮称）総合福祉センターの開所後のみのり福祉園の具体的な検討についてで
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ありますが、施設等の利活用につきましては、今後検討してまいりたいというふうに考えてございます。 

  次に、のぞみ集会所にかわる場についてでありますが、のぞみ集会所は昭和54年に開所し、施設が老朽化し

ていることから、（仮称）総合福祉センターの開設に伴い、集会所の機能を総合福祉センターに移設して実施

することとしております。総合福祉センターに多目的集会室が設けられますことから、みのり福祉園の一部を

集会所にかわる場として活用することは考えてはおりません。 

  次に、出初式での市議会議員の紹介についてでありますが、平成26年と27年の出初式では、出席されました

市議会議員の皆様全員を御紹介をいたしました。それ以前は、お一人ずつの紹介ではなく、議長を代表とする

形式で紹介をしておりました。出初式での来賓の紹介につきましては、式典の時間や表彰者の人数、消防演技

の内容等の状況にもよりますが、御招待をし、御出席をいただいておりますので、基本的には御紹介をするの

が礼儀であると考えてございます。 

  次に、野外の公式行事におけます市議会議員の皆様の紹介についてでありますが、基本的には市が主催、ま

たは関係します催し物、行事やイベント等におきまして、来賓としてお越しいただいた市議会議員の皆様には、

その式典等において御挨拶いただくか、またはお名前を紹介させていただくことが、御多忙の中、御招待に応

じていただいた皆様への礼儀であると認識しております。これからもこれらのことを踏まえまして、御来賓と

しての市議会議員の皆様の紹介を実施してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

〔市 長 尾崎保夫君 降壇〕 

○２２番（中野志乃夫君） ありがとうございました。 

  それでは、再質問させていただきます。 

  まず１点目のみのり福祉園は具体的な検討はされてないということですけれども、これはでも日程的には総

合福祉センター自身が開園する予定の日程は決まってるわけですよね。まあちょっといろいろ建設費の高騰

云々で、ちょっと不調に終わってるから長引きそうとはいっても、基本的な、ここまでにつくらざるを得ない

というそういう条件もありますから、いずれにしても残ったみのりをどうにかするはずですから、これはもう

今から検討してもいいんじゃないかと思うんですけども、どうなんでしょう。 

○福祉部長（吉沢寿子君） みのり福祉園の今後につきましては、先ほど市長からも御答弁いただきましたとお

り、今後検討していくということでございます。 

  以上です。 

○２２番（中野志乃夫君） 今後ということですけども、何年、２年後でしたっけ、３年後ですか、総合福祉セ

ンターが開園する時期が。もう決まってますよね、予定は。あとその下のほうの問題にもかかわるんですけど

も、のぞみ集会所ももう28年度は廃止しますよということは出てます。ですから、いずれにしてももう何らか

の別のものと。それで、先ほども言いましたとおり、総合福祉センター云々という話は、当然、私も承知して

おります。ただ、今の段階でいいますと、私の見方ですと、総合福祉センターのところにのぞみにかわるもの

をというふうになってますけども、果たしてそれがうまく利用できるのかどうかはちょっと心配しております。

かなり厳しいんじゃないかと思ってます。どちらかというと、のぞみ集会所というのは、障害者団体の人が気

軽にいつでも、いつでもと言うと変ですけども、自由に使えるというのが大変、非常に利便性がいいというこ

とで使われてた。ただ、今はほとんど寒くて使えないとか、もう本当に老朽化してるのが現状ですから、それ

はしようがないんですけども、既に障害者団体からもそういう要望が出てると思うんですけども、それらを踏
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まえて全く未定といっても、いつごろに、じゃ検討を始めますとかいう、そういう検討もされてないんでしょ

うか。 

○福祉部長（吉沢寿子君） 時期も含めまして、今後検討していくということでございます。 

  以上でございます。 

○２２番（中野志乃夫君） 時期も含めて全然検討して─逆に言えば全然検討してないということですよね。

それは正直で、全然結構なんですけども、そのとおりでね。ただ、私とすれば、この問題は既に障害者団体か

らも要望は出されてんじゃないですかね。それに対しても、そういうお答えなんでしょうか。その点はどうで

すか。 

○福祉部長（吉沢寿子君） みのり福祉園の今後の利用につきましての障害者団体の方から御要望といったこと

は、意見交換会等の中ではそういったお話などもいただくこともございますが、現在市といたしましては、総

合福祉センターの施設整備に向けまして、今鋭意努力しているところでございますので、そちらのほうに注力

をさせていただいているということでございます。 

  以上でございます。 

○２２番（中野志乃夫君） そっちのほう、肝心の総合福祉センターのほうが、ちょっとまだいろんな点で心配

だというのは非常によくわかります。そのために全力投球したいというのも、よく理解はできるのですが、あ

る面、全面的に市がやる事業ではない、ある面、民設民営みたいなものですから、それは当然、相当な努力は

そちらにやって、ある面、市は援助する形で今回かかわるんじゃないかとは思ってます、総合福祉センターに

関してはね。 

  それで、一方でちょっと私が心配してるのは、実はあけぼの学園ですね、あけぼののほうがかなり老朽化し

てるし、そもそも私はいろいろ最初につくられた経過からすれば、ああいう場所でしょうがなかったのかもし

れない、ないよりはあったほうがいいし、ほかの市にないものをつくったのは、私は画期的だと思ってますけ

ども、今回みのりが基本的にあいてしまうというか、あくんであればね、ああいう施設を本来だったら障害者

の関係で持ってきてもいいんじゃないかということもちょっと思ってます。ただ、これはいろんな団体の皆さ

んの意向もあるし、皆さんの希望もあるでしょうし、また市側の考えもあるでしょうけども、ちょっとあれで

すけど、あけぼのに関してはもう基本的にはあそこだけの考えで…… 

○議長（尾崎信夫君） 質問者に申し上げます。 

  通告書に従って質問をお願いいたします。 

○２２番（中野志乃夫君） いや、何で。ちょっと今、議長、おかしいですよ。福祉関係の話の一環ですよ。何

でそれで注意するの、おかしいでしょう、今の。関係するでしょう。ちょっとこれ、おかしいよ、ちょっと。

ちょっとまあ議運開いちゃうと時間食っちゃうから省きますけども。ちょっと今、これに関してはちょっと議

長に注意しておきます。障害者関係の福祉施設の関係で言ってることをね、そんな言うことおかしいですよ。

理解してないということですよ、全然。ちょっとそれはね、今後ちょっと問題にしたいと思いますけど、ちょ

っと時間ね、そこで無駄な時間は割けたくないのでちょっと質問させていただきますけども、あけぼのに関し

てのちょっとその件に関してのこの間、交渉なり検討というのはあるんでしょうか。その点をお聞きします。 

○市長（尾崎保夫君） 今、職員のほうは、部長を初め、総合福祉センターということで、部長、課長、係長を

含めて、部を挙げてというか、課を挙げてというか、そういう状況で総合福祉センターに全力を掲げていると

いう状況でございまして、今総合福祉センターがこれで軌道に乗るという形になれば、総合的に公共施設のあ
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り方を検討するとかいうふうな形で今進めてございますから、そういった中であそこのみのり福祉園、そして

あけぼのですね、それらを含めて総合的にしっかりと考えていく必要があるかなというふうに思います。個々

のところをどうするどうするという考え方は、私自身は今持ってございませんで、福祉施設という意味で、ひ

っくるめて考えていくと。その優先順位として、今は何しろ総合福祉センターを何とかしない限りは、その先

には進めないというふうに考えてございます。そういった意味では、職員には大分無理をさしていますけども、

何とかしていきたいというふうに思ってございますし、また利用者の方々、大勢の利用者の方々がどうなって

んだということで、待ってるという言い方はおかしいですけども、そういう方が多いというふうに伺ってござ

いますので、そういう方のためにも今全力を尽くしてやってると。そして、給食センターと違いまして、先ほ

ど御質問者が言いましたように民設民営ですから、私どものほうがお金をちょっと乗せてやればいいやという

ことにはならないというところが、非常に難しいところでございまして、そういった意味では、お金は出さな

いけど、口を出して、都だとか国とか含めて、そういうほうにいろいろとお願いをしていこうということで、

一生懸命、今やってるところなんで、その辺のところは御理解いただきたいというふうに思います。 

○２２番（中野志乃夫君） わかりました。市長さんおっしゃるとおり、今総合福祉センターに関して、いわゆ

るいろんな面での不調になってる、それをどうするか、言ってみればもう期限も決まってる話ですから、そこ

で全力投球もよくわかります。ですから、その点は私もぜひ頑張っていただきたいと思ってます。 

  ただ、こういった市の計画ですから、同時進行的に、やはり常に並行して動かないと、そっちのほうはやっ

てましたが、そっちのほうはやってませんでしたでは済まされない。これは行政の皆さんはわかってると思う

んですけども、常に計画性があって、何年後にはこういうことが起こる、当然前提として話が進むわけですか

ら、その点ではやはり同じ福祉の関係の領域に入る問題に関して、市長が言ったとおりでいいと思います。

個々のというよりは、全体の流れの中でどうしていくかということも含めて検討をしてほしい、それは一方で

市民の団体も含めてとか、そういう福祉関係の協議会の中でもいいから、やはりもうそろそろ論議を始めても

いい段階だと思ってますので、逆に言うと個人的には、もう始めるべき時期だと思ってますので、ぜひそれを

お願いしたいと思います。 

  次に、公式行事での来賓紹介に関してですけれども、私が今回ここで言いたいのは、たまたま私が今回の議

席順でも一番最後です。ですから、いろいろ議員紹介ってなると、もうずっと最初、１番から始めて私のとこ

ろまでくるのにすごい時間がかかったりとかで、私がそういった公の場とかなんかに行ったときも、待たされ

るというかな、やっぱり結構、最初の式典が長くて、肝心の行事が遅くなるというのは甚だ不愉快な感じは個

人的にはしてます。ですから、私がそうなっていくと、私いつも最後に呼ばれるけどもね、それまでにみんな

嫌な顔をしてんだろうなと、つまんないこと思うんですけども、いずれにしてもやり方はあると思うんですよ。

伺いましたら、というか確かにそう言われて、そうだなと思ったのは、市民運動会とかなんかのときに、ああ

いう暑いさなかですから、大体暑い天気のときが多いですから、暑いさなかでね、最初にずらっと並べて一人

一人というよりは、たしか前回は名前だけ、出席した議員の名前を読み上げて、最後で一同礼といいますかね、

全体で礼をすると、それだけでも私はいいと思ってます。つまり、一人一人、行って礼して「おめでとうござ

います」とか言ってるよりは、もう参加者の名前だけ読み上げて、最後に一同という形で、私とすればそれで

も十分市としては礼儀を尽くしてる形になりますし、よろしいんじゃないかと。それで、まして行事のほうが

なるべく短縮されて、本来の目的のほうが長くできるような、そういう配慮がいいんじゃないかと思うんです

けども、その点はどうでしょう。 
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○企画財政部長（並木俊則君） 先ほど市長のほうからも答弁申し上げましたが、市のほうでは屋内でのいろい

ろな催し物、イベント、屋外も同じように、年間通しますとかなり数多くの催し物、イベント、いろんな行事

というのがございます。そういった中で、市としましては屋内、屋外も含めまして、なかなか統一的な基準、

ルールをもって、この市議会議員の皆様の紹介をする部分について、ルール化というのはなかなか難しいとい

うことは、長年ずっと経験してきた中からわかってることでございます。そういった中で、今おっしゃられま

した部分につきましては、それぞれの催し物、行事、イベント等で、長年の経験の中、いろんな実績の中から

考えた部分でございますので、先ほどの市長の答弁にもございましたように、御招待申し上げた市議会議員の

皆様にありましては、それぞれの行事、催し物、イベントの中で考えた中で、御挨拶いただくか、御紹介をさ

していただくかというようなことを考えていくというのが基本的なスタンスでございます。 

  以上でございます。 

○２２番（中野志乃夫君） 基本的なスタンスはよくわかります。そのとおりでございますので。ただ、そのや

り方ですね。今までどおり一人一人の方、それでこれも立って、呼ばれて、「おめでとうございます」とか言

うことぐらいですし、別に出席者の名前を読み上げて、最後に全体で「おめでとうございます」と言っても同

じだと思うんですよ。私はより早く、とりわけ議員の人数も多いですから、そういった場で、いわゆる式典で

すね、式典を長くするんじゃなくて、肝心の行事のほうがちゃんと時間とれるよう配慮をしていただきたいの

で、この点をぜひ検討していただきたいと思うんですけども、ちょっと再度その点どうでしょう。 

○副市長（小島昇公君） 基本的な市の考え方は、先ほど市長から御答弁させていただいたとおりでございます。

具体的な方法によりましては、やはり行事の場所やら、いろんなことによって全部一律というわけにもいかな

いこともあろうかと思います。今御指摘もございましたので、検討さしていただくということでお答えさせて

いただきます。 

  以上でございます。 

○２２番（中野志乃夫君） ぜひ、そういった形で検討していただきたいということをもちまして、私の一般質

問は終わります。 

  ありがとうございました。 

○議長（尾崎信夫君） 以上で、中野志乃夫議員の一般質問は終了いたしました。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

◇ 御殿谷 一 彦 君 

○議長（尾崎信夫君） 次に、19番、御殿谷一彦議員を指名いたします。 

〔１９番 御殿谷一彦君 登壇〕 

○１９番（御殿谷一彦君） 議席番号19番、公明党の御殿谷一彦でございます。私は壇上の大切な場所をかりま

して、市の現在の大きな課題と思われます以下の２点について質問させていただきます。 

  まず１つが情報化推進の状況と課題について、２つ目が地方公会計の整備について、この２点を、この大切

な場所から質問したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  さて、東大和市においては、平成16年に東大和市情報化推進計画を策定し、平成21年には第二次東大和市情

報化推進計画、第二次計画を策定、さらに平成26年には第三次東大和市情報化推進計画、第三次計画が策定さ

れました。この計画の目的は、次のように計画書の中で宣言しております。市民本位の電子自治体を構築する

こととし、以下の課題を解決することを目的とする。その課題も、次のように簡潔で、確かな記載となってお
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ります。その計画書から引用さしていただきます。（１）として、市民サービスの充実。（２）として、行政

運営の効率化、高度化。（３）として、情報化、経費の低廉化と運用管理の最適化。（４）として、災害時に

おける事業継続が可能となる高い信頼性と安全性の確保。（５）として、高度なセキュリティレベルの確保の

５項目が挙げられております。私の質問も、この課題を中心にさせていただきます。これまで情報通信技術、

ＩＣＴと呼ばれておりますが、活用した各種サービスの充実、またサービス提供のもととなる基盤技術、イン

フラの整備を進めていただきました。そこで、東大和市の情報通信、情報処理に関して、これまでの推進の状

況と課題の確認をさせていただきます。 

  １番として、東大和市の情報化推進について、状況と課題について伺います。 

  ①として、基幹系システムの外部データセンターでの設置運用を行いました。その稼働についてお伺いいた

します。 

  アとして、その効果と現在の状況についてお伺いいたします。 

  イとして、第三次東大和市情報処理推進計画では、基幹系システムについて、システム更新が平成28年に予

定されています。その内容を伺います。 

  ②として、現在、庁舎内には各種のサーバー機、その上で稼働しているシステムがあります。庁舎内に設置

してあるサーバー機関連についてお伺いいたします。 

  アとして、設置場所の整備と運用の充実はどのように図られたかお伺いいたします。 

  イとして、災害時等に対する対応はどのようになっているかお伺いいたします。 

  ③として、第三次東大和市情報処理推進計画では、財務会計システムは27年度に更新となっております。 

  アとして、その内容についてお伺いいたします。 

  また、計画では、方針とあわせてさらなる最適化を進めるとともに、外部センターへの移管、アウトソーシ

ングなどを検討するとなっております。 

  イとして、財務会計システムの外部データセンターへの移管についてお伺いいたします。 

  ④として、情報セキュリティー対応について、状況をお伺いいたします。 

  アとして、基幹系システム及び端末についてお伺いいたします。 

  イとして、庁舎内にあるサーバー機に関してお伺いいたします。 

  この大項目の最後に、ＩＣＴ、また情報化推進の関連として、⑤として東京都の観光インフラ整備支援事業

への対応についてお伺いいたします。今回はその中にある事業の１つである市内の無料Ｗｉ－Ｆｉ設置につい

ての市の対応をお伺いいたします。 

  次に、大きな２番として、公会計の整備についてお伺いいたします。 

  この１月23日に総務省から「統一的な基準による地方公会計の整備促進について」と題した通知が出されま

した。これは今までも公明党が質問で確認してきた新公会計制度による財政管理制度を進める通知です。この

通知の冒頭では、人口減少、少子高齢化が進展している中、財政マネジメント強化のため、地方公会計を予算

編成時に積極的に活用し、限られた財源を賢く使う取り組みを行うことは極めて重要と述べて、新地方公会計

の推進、活用を求めています。 

  そこで、本件について東大和市の対応についてお伺いいたします。 

  ①として、ここで言っている「統一的な基準」とはどのような内容かお伺いいたします。 

  ②として、「統一的な基準」による地方公会計の整備スケジュールについてお伺いいたします。 
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  ③として、発生主義・複式簿記を使うメリットは何かお伺いいたします。 

  ④として、当市では、この仕訳は期末一括とするのか、日々仕分けとするのか、意向をお伺いいたします。 

  ⑤として、固定資産台帳の整備が必要ですが、当市の状況は現在どのような状況かお伺いいたします。 

  壇上での質問は以上といたします。再質問には、自席にて行わさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

〔１９番 御殿谷一彦君 降壇〕 

〔市 長 尾崎保夫君 登壇〕 

○市長（尾崎保夫君） 初めに、基幹系システムの外部データセンターでの稼働における効果と現在の状況につ

いてでありますが、現在運用中の基幹系システムは、以前の汎用機での運用に比べて、各法改正に伴うシステ

ム改修費が抑制できたことや、コンピュータ本体の大規模な設備保守が不要になったことなど、一定の効果を

得ていると考えております。また、現在の状況でありますが、データ管理面におけるセキュリティーの確保、

災害対策の強化、封入封緘業務があわせて委託できるなど、効果的、効率的な運営が図られていると考えてお

ります。 

  次に、平成28年度に予定されているシステム更新の内容についてでありますが、現在の基幹系システム及び

機器の賃貸借契約は、平成28年12月31日に満了を迎えます。そのため、システム運用上の課題や問題点を整理

し、システム更新について今後検討してまいりたいと考えております。 

  次に、サーバーの設置場所の整備と運用の充実についてでありますが、市では庁舎内に分散管理していたサ

ーバーを集約管理するために、電源の改修工事を行うとともに、サーバー室の環境を常に良好な状態に保つた

めに、空調設備工事を実施してまいりました。こうした環境整備により、電算機器の安定稼働が図られている

ものと考えております。 

  次に、災害時等の対応についてでありますが、現在、庁舎内で管理している各種システムは、災害時等に被

災するリスクがあるため、バックアップデータを庁舎外の遠隔地に保管しております。そのため、災害時等の

データ滅失リスクを低減できるものと考えております。 

  次に、財務会計システムの更新についてでありますが、財務会計システム及び機器の賃貸借契約は、平成27

年９月30日に契約満了を迎えます。システムの内容は、財務会計機能に加えて、予算編成、グループウエア、

起債などの機能をのせて運用しております。現システムの更新に際しましては、情報システムマネジメント本

部会議において審議し、現在のところ運用面で喫緊の課題がないことから、経費面を考慮して現システムの継

続を検討しているところであります。 

  次に、財務会計システムの外部データセンターへの移管についてでありますが、第三次情報化推進計画にお

いて、平成27年度のシステム更新に合わせてシステムの最適化を進めるとともに、外部データセンターへの移

管を研究、検討することとしております。しかし、システムの移管には、新たな経費が発生することから、費

用対効果を考慮しながら対応したいと考えております。 

  次に、基幹系システム及び端末の情報セキュリティーについてでありますが、現在、基幹系システムを利用

する場合は、パスワード及びＩＣカードによるアクセス認証を行っております。また、端末に盗難防止や記録

媒体の持ち出し禁止など、さまざまなセキュリティー対策を講じて運用を管理しております。個人情報等の機

密情報は、一度漏えいしてしまうと回収が困難であり、また市役所の業務に対する信頼を著しく損ねてしまい

ます。今後も高いセキュリティーレベルを維持するとともに、個人情報を適正かつ厳正に取り扱ってまいります。 
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  次に、庁舎内のサーバー機についてでありますが、現在、基幹系システム以外のサーバー機については、庁

舎内で管理しております。これらのシステムにつきましては、第三次情報化推進計画では、それぞれのシステ

ム更新に合わせて統合、集約化を進め、より効率的なシステム構築を研究、検討していくこととしております。

今後も引き続き情報セキュリティーに関する最適化、効率化を研究、検討してまいります。 

  次に、東京都の支援事業の一つである無料Ｗｉ－Ｆｉ設置についてでありますが、市内において情報収集の

目的でインターネットを使用する際、ストレスフリーで接続できる環境を整備することで、さまざまな活用が

期待されております。また、このサービスにおいては、観光情報等を提供するためのポータルサイトの構築や、

実情に応じた利用環境の整備が必要となります。平成27年度以降に東京都が外国人旅行者に対するＷｉ－Ｆｉ

利用環境の整備を進める情報がございますことから、今後、情報収集に努め、研究してまいりたいと考えてお

ります。 

  次に、地方公会計の整備についてでありますが、平成27年１月に国から「統一的な基準による地方公会計の

整備促進について」の通知があったところでありますが、これは発生主義・複式簿記の導入や固定資産台帳の

整備、また団体間での比較可能の確保を推進するため、国におきまして統一的な基準を定めたことによるもの

であります。内容といたしましては、統一的な基準による財務書類の作成、資産の評価方法及び固定資産台帳

の整備、連結財務書類の作成、財務書類等の活用方法など、各手順が示されたものとなっております。 

  次に、統一的な基準による地方公会計の整備スケジュールについてでありますが、国が示しましたスケジュ

ールでは、原則として平成27年度から平成29年度までの３年間で、統一的な基準による財務書類等を作成する

こととされております。また、国は地方公共団体の財務負担や経費負担を軽減するため、マニュアルの公表、

地方公会計の整備に係る標準的なソフトウエアの開発と無償での提供、人材育成などの支援を講じることとし

ております。 

  次に、発生主義・複式簿記を使うメリットについてでありますが、現在、各地方公共団体におきましては、

一般的に現金主義に基づく単式簿記の会計処理が行われているところでありますが、この現金主義に基づく会

計処理では、固定資産等のストック情報や減価償却費等のコスト情報の把握が難しく、発生主義・複式簿記の

手法を取り入れた地方公会計の整備が求められてきたところであります。発生主義と複式簿記を導入した場合

のメリットについてでありますが、発生しました取引ごとに仕訳を行うことにより、事業別や施設別の詳細な

単位でコスト情報が明らかになることや、各事業の評価を行う場合におきましては、そのコスト情報等を反映

した詳細な分析が可能になると考えているところであります。 

  次に、当市における仕訳の方法についてでありますが、統一的な基準による地方公会計におきましては、発

生した取引内容を日々仕訳する方法と、取引内容を蓄積し、期末に一括仕訳する方法の２つの処理が示されて

おりますが、国における研究会の報告では、複式簿記の導入意義を踏まえると、取引ごとに日々仕訳すること

が望ましいとの考えを示されているところであります。なお、日々仕訳を行う場合につきましては、現在の現

金処理に加えて、日々仕訳に対応する財務会計システムの整備が必要となり、複式簿記による事務負担につき

ましても増加する課題等もありますことから、仕訳の方法につきましては、今後におけます国からの支援内容

も踏まえた上で検討してまいりたいと考えております。 

  次に、固定資産台帳の整備に関します当市の状況についてでありますが、統一的な基準による地方公会計の

財務書類の作成に当たりましては、固定資産台帳の整備が必要になってまいりますが、当市におきましては国

が示したスケジュール等に基づきまして、今後、固定資産台帳の整備を進めていく予定としております。なお、
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ここで取り組みを開始いたしました公共施設等総合管理計画につきましては、計画の策定に当たり市の公共施

設等の調査と状況把握を行うことを予定していますので、計画の策定の中で把握しました資産情報を活用して、

固定資産台帳の整備を進めることが、事務負担や経営負担の軽減を図る点におきましても有効であると考えて

おります。 

  以上です。 

〔市 長 尾崎保夫君 降壇〕 

○１９番（御殿谷一彦君） 丁寧な御答弁、ありがとうございます。 

  まず、基幹系システムが、もう七、八年ぐらい前ですか、外部データセンターのほうに運用が移ったわけで

すけども……。四、五年前ですね、移りました。この基幹系システム稼働以降、バージョンアップしたシステ

ム機能などがありましたら、その後の状況を教えてください。 

○情報管理課長（菊地 浩君） 基幹系システムは、平成23年１月から稼働開始しておりますけれども、その後、

後期高齢者医療システムが平成25年10月から、子ども・子育て支援システムが平成26年３月から、それぞれ基

幹系システムに連携させて運用を開始しております。 

  以上でございます。 

○１９番（御殿谷一彦君） この連携というのは、この後期高齢者システム、子ども・子育て支援システムをデ

ータセンターのほうに移したということでしょうか、ちょっと確認さしてください。 

○情報管理課長（菊地 浩君） 子ども・子育て支援システムは、外部データセンターで運用管理を行っており

ます。 

  以上でございます。 

○１９番（御殿谷一彦君） 後期高齢者がもう一つあると思いますけども、いかがでしょうか。 

○情報管理課長（菊地 浩君） 後期高齢者医療システムを、基幹系システムと同様に外部データセンターでの

運用管理を行っております。 

  以上でございます。 

○１９番（御殿谷一彦君） その基幹系システムそのものの稼働、外部センターでの稼働については、市長のほ

うから先ほどさまざまな効果があったということで、セキュリティーとか災害対策とか、それからさまざまな

業務が外部移管できたということで効果、御答弁いただきましたが、この後期高齢者医療システム、子育て支

援システム、これを追加して、その外部データセンターにて連携運用した、これの効果はいかがでございまし

ょうか。 

○情報管理課長（菊地 浩君） 後期高齢者医療システム、子ども・子育て支援システムともに、基幹系システ

ムに統合させたことによりまして、確認業務などが円滑化され、また来庁された市民の皆様に対して、窓口で

の対応が速やかで、きめ細かい対応が可能となり、市民サービスの向上につながったものと考えております。 

  以上でございます。 

○１９番（御殿谷一彦君） 外部データセンターに移行したというのは、いろんな意味で効果が出ているのでは

ないかと、私もこの辺のシステムについていろいろ質問さしていただいた効果、少しはあったんじゃないかな

というふうに考えております。ありがとうございます。 

  この基幹系システム、外部センターで今、運営をしてるわけですけども、当然ながら23年に移行した後、そ

のままずっと固定して運用してるわけではなくて、さまざまな条例に伴う改善だとか、いろんなことがあると
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思いますが、その各システムの機能の改善、向上についてお伺いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○情報管理課長（菊地 浩君） 基幹系システムは、運用開始当初から全てのシステムにおいて随時レベルアッ

プの対応を図ることとしておりまして、また市長答弁にもありましたとおり、各法改正に伴う対応は、システ

ムレベルアップにより対応することとしております。したがいまして、各システムの機能面でのレベルアップ

は、それぞれの担当課において随時図られております。 

  以上でございます。 

○１９番（御殿谷一彦君） 各担当レベルで行われてるということは、どこか、例えば情報管理課、またはそれ

にかわるところで、どの課で、どのシステムが、どのように変わっているのか、いつ変わったのかという把握

は、どのようになされてるのかお伺いいたします。 

○情報管理課長（菊地 浩君） 各システムにおきまして、レベルアップを図った情報は、その担当課からその

都度報告を受けております。また、その対処方法につきましては、すぐに結論が出せない場合もありますので、

基幹系システム及び福祉総合システムのそれぞれの契約業者と定期的に報告会を設けておりまして、そのとき

に全て報告を受けております。 

  以上でございます。 

○１９番（御殿谷一彦君） 確認をさしていただきます。 

  そうしますと、情報管理課さんのほうで、少なくとも基幹系システム全般において、いろんな多くのシステ

ムがそこに載ってるわけですけども、それについてのレベルアップ、修正等に関しましては、一応、日にちか

ら大体の内容、細かい内容は担当がいないとわからないので、その辺は把握しておられる、いざというときに

はその説明が大体できる、修正したということだけの説明はできるというふうに認識してよろしいんでしょうか。 

○情報管理課長（菊地 浩君） そのとおりでありまして、私どものほうに細かい点におきましてどのような改

善が図られたかなどについて、報告会で報告を受けております。 

  以上でございます。 

○１９番（御殿谷一彦君） それでは、この後、基幹系システムの更新が平成28年に予定されていることで、先

ほどお伺いいたしましたが、システム運用上の課題、問題点、今後、整理して検討していきたいと、その内容

についてお伺いさしていただきました。この更新までのスケジュールをお伺いしたいと思いますが、いかがで

しょうか。 

○情報管理課長（菊地 浩君） 現基幹系システムは、平成28年12月31日に契約期間の満了を迎えます。逆算し

ますと、平成27年10月の次年度予算編成の開始時期までに、更新に向けての方向性を考えなければなりません。

したがいまして、それまでに現システム運用上の課題や問題点を整理し、次期基幹系システムの運用方法など

について具体的検討を行いたいと考えております。 

  以上でございます。 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

○議長（尾崎信夫君） お諮りいたします。 

  本日の会議はこれをもって延会としたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（尾崎信夫君） 御異議ないものと認め、これをもって延会といたします。 

午後 ４時３２分 延会 


